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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１―①：教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科目及び

専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる。）され，教育

課程の体系性が確保されているか。また，授業の内容が，全体として教育課程の編

成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっているか。 

（観点に係る状況）準学士課程においては，一般科目と専門科目の履修時間数を年次とともに楔形に

組み，学年が上がるに連れて，一般科目が少なく専門科目が多くなるよう構成している。また，高

学年では一部を選択科目として学生の多様なニーズに応えるよう配慮している。 

  一般科目の教育課程表を（資料５－１－①－１ ）に，専門学科の教育課程表を，機械工学科（資

料５－１－①－２），電気電子工学科（資料５－１－①－３），電子制御工学科（資料５－１－①

－４），制御情報工学科（資料５－１－①－５），物質工学科（資料５－１－①－６）の順に示す。 

教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置され，教育課程の体系性が確保されてい

るかを点検するため，本校の目的，教育目標，養成すべき人材像に書かれているキーワードを類別し，

それらを達成するための授業科目の体系を一覧表（資料５－１－①－７）に整理した。 
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資料５－１－①－１：教育課程 一般科目   

 

 

（出典：平成 17年度学生便覧 ｐ．17,18） 
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資料５－１－①－２：機械工学科の教育課程 

 

                   （出典：平成17年度 学生便覧） 
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資料５－１－①－３：電気電子工学科の教育課程 

 

                    （出典：平成 17年度 学生便覧） 
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資料５－１－①－４：電子制御工学科の教育課程 

 

 

                   （出典：平成17年度 学生便覧） 
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資料５－１－①－５：制御情報工学科の教育課程 

 

                   （出典：平成17年度 学生便覧） 
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資料５－１－①－６：物質工学科の教育課程 

 

                    （出典：平成 17年度 学生便覧） 
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前ページからの続き 

（資料５－１－①－６：物質工学科の教育課程） 

 

                    （出典：平成 17年度 学生便覧） 
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資料５－１－①－７：教育の目的等と授業科目の体系との対応 

目的 教育目標 養成すべき人材像 対応する授業科目の体系

・企業からの信頼 ①人文・社会系の授業科目の体系
②数学・自然科学系の授業科目の体系
⑧実践的、創造的授業科目の体系

時代の変化に即応 コミュニケーション能力 ・進取の気風 ③語学系と総合系(環境・国際性）の授業科目の体系
国際感覚 ・新たな発想、技術 ⑧実践的、創造的授業科目の体系

　革新
豊かな人間性の形成 教養教育 ・幅の広い豊かな教養 ④一般科目の体系
教養教育の充実 低学年全寮制              （寮における教育、指導）

全人格教育              （特別活動）
実験・実習教育 ⑤実験・実習・演習の授業科目の体系
情報技術教育 ⑥情報技術系の授業科目の体系
早期専門教育 ・質の高い専門の工業 ⑦主となる専門科目の体系

　技術・知識
実践的技術者の養成 ・ものづくりの基盤技術 ⑧実践的、創造的授業科目の体系

　と創造性

教育の目的等と授業科目の体系との対応

地域産業に寄与する
社会的使命と役割の
認識

・指導的実践的技術者

実験・実習及び情報
技術を重視した体験
的早期専門教育

 

（出典：本校の目的，教育目標，養成すべき人材像及び平成17年度シラバスを基に作成） 

 

上記表に基づいて，授業科目を ①人文・社会系の授業科目の体系（資料５－１－①－８），②数

学・自然科学系の授業科目の体系（資料５－１－①－９），③語学系と総合系(環境・国際性）の授

業科目の体系（資料５－１－①－10），④一般科目の体系（資料５－１－①－11），⑤実験・実習・

演習の授業科目の体系（資料５－１－①－12），⑥情報技術系の授業科目の体系（資料５－１－①－

13），⑦主となる専門科目の体系（資料５－１－①－14），⑧実践的，創造的授業科目の体系（資料

５－１－①－15）にまとめて整理した。（資料５－１－①－８～15）において灰色網掛けで表記した

科目は専門科目であり，網掛け無しの科目は一般科目である。 

一般科目では，専門教育の基礎となる数学，物理，化学と，併せて，コミュニケーション能力育成

のための国語と英語を低学年に多く配置し，その他，豊かな人間性の形成と国際感覚育成のために芸

術系，保健・体育系，人文・社会系および語学系の科目を適切に配置し，高学年では一部を選択科目

として学生の多様なニーズに応えるよう配慮している（資料５－１－①－８～11）。 

５学科すべての１年次に情報処理の基礎科目を配置し（資料５－１－①－13），総合情報センター

が全学生に対して演習を主にした基礎教育を行っている。また，全ての学科で実験・実習・演習科目

を低学年より設け，座学で学んだ理論を各段階で体験を通して実践できる技術として身につくよう配

慮し（資料５－１－①－12），５年次では全ての学科で卒業研究を置き，学生と教員が身近に触れな

がら研究活動を進める中で，独創的・創造的素養を育てるとともに，全人格的な人間形成を図ってい

る（資料５－１－①－15）。専門科目の内容は学年が上がるにつれて基礎的なものから応用的・実践

的なものになるように配置し，高学年では選択科目の数を増やし学生のニーズの多様化に応えている

（資料５－１－①－14）。 

以上の結果から，本校の目的，教育目標等に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置され，教

育課程の体系性が確保されていることが確認できる。 
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資料５－１－①－８：人文・社会系の授業科目の体系 

①人文・社会系の授業科目の体系

専門学科 １年 ２年 ３年 ４年 ５年
５学科共通 現代国語(2) 国語(2) 国語(2) 文学特論(2)

古典(1)
地理(2) 歴史(2) 歴史(2) 社会と文化(2) 哲学(2)

法学(2)／経済学(2)
＜いずれか選択＞  

                  （出典：平成 17年度 教育課程から抜粋整理） 

 

資料５－１－①－９：数学・自然科学系の授業科目の体系 

専門学科 １年 ２年 ３年 ４年 ５年
機械工学科 数学ＡⅠ(2) 数学ＡⅠ(2) 数学ＡⅠ(2) 応用数学Ａ(2)

数学ＡⅡ(2) 数学ＡⅡ(2) 数学ＡⅡ(2) 応用数学Ｂ(2)
数学Ｂ(2) 数学Ｂ(2) 数学Ｂ(2)

物理(2) 物理(2) 応用物理(2) 応用物理(2) 現代物理学(1)<選択＞

物理実験(1)
化学Ⅰ(2) 化学Ⅱ(2)

化学Ⅲ(1)
生物(1)

電気電子工学科 数学ＡⅠ(2) 数学ＡⅠ(2) 数学ＡⅠ(2) 応用数学Ａ(2)
数学ＡⅡ(2) 数学ＡⅡ(2) 数学ＡⅡ(2) 応用数学Ｂ(2)
数学Ｂ(2) 数学Ｂ(2) 数学Ｂ(2)
物理(2) 物理(2) 応用物理(2) 応用物理(2)

物理実験(1)
化学Ⅰ(2) 化学Ⅱ(2)

化学Ⅲ(1)
生物(1)

電子制御工学科 数学ＡⅠ(2) 数学ＡⅠ(2) 数学Ａ(2) 応用数学(2)
数学ＡⅡ(2) 数学ＡⅡ(2)
数学ＢⅠ(2) 数学Ｂ(2) 数学Ｂ(2) 工学数理Ⅱ(2)
数学ＢⅡ(2) 工学数理Ⅰ(2) 工学数理演習(1)
物理(2) 物理(2) 電磁気学Ⅰ(2) 電磁気学Ⅱ(2)

物理実験(1) 物理学演習(2)＜選択＞ 物理学演習(2)＜選択＞

化学Ⅰ(2) 化学Ⅱ(2)
化学Ⅲ(1)

生物(1)

制御情報工学科 数学ＡⅠ(2) 数学ＡⅠ(2) 数学ＡⅠ(2) 工学数理(2)
数学ＡⅡ(2) 数学ＡⅡ(2) 数学ＡⅡ(2) 応用数学(2)
数学Ｂ(2) 数学Ｂ(2) 数学Ｂ(2)
物理(2) 物理(2) 工業力学(2) 応用物理(2) 現代物理学(1)＜選択＞

物理実験(1)
化学Ⅰ(2) 化学Ⅱ(2)

化学Ⅲ(1)
生物(1)

物質工学科 数学ＡⅠ(2) 数学ＡⅠ(2) 数学ＡⅠ(2) 応用数学１(1)
数学ＡⅡ(2) 数学ＡⅡ(2) 数学ＡⅡ(2) 応用数学２(1)＜選択＞ 応用数学２(1)＜選択＞
数学Ｂ(2) 数学Ｂ(2) 数学Ｂ(2)
物理(2) 物理(2) 物理(１)

応用物理１(1) 応用物理１(2) 応用物理２(1)＜選択＞
化学Ⅰ(2) 分析化学(2) 物理化学１(2) 物理化学２(2) 物理化学３(1)＜選択＞
化学Ⅱ(2) 化学Ⅲ(1) 無機化学１(2) 無機化学２(1)
生物(1) 微生物学(1) 生物化学１(2) 生物化２(1)

有機化学１(2) 有機化学１(2) 生物有機化学(1)＜選択＞

②数学・自然科学系の授業科目の体系

 

注）灰色網掛は専門科目，網掛け無しは一般科目である。 

                  （出典：平成17年度 教育課程から抜粋整理） 
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資料５－１－①－10：語学系と総合系(環境・国際性）の授業科目の体系 

専門学科 １年 ２年 ３年 ４年 ５年
機械工学科 現代国語(2) 国語(2) 国語(2) 文学特論(2)

古典(1)
総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2) 工業外国語Ａ(1)
総合英語Ｂ(1) 総合英語Ｂ(1) 総合英語Ｂ(2) 工業外国語Ｂ(1)
英語Ｗ(2) 英語Ｗ(2)
英語Ｃ(1) ドイツ語ⅠＡ(2)

ドイツ語演習Ⅰ(1)＜選択＞ ドイツ語演習Ⅱ(1)＜選択＞
地球環境学概論(1) 社会と文化(2)

電気電子工学科 現代国語(2) 国語(2) 国語(2) 文学特論(2)
古典(1)
総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2) 工業英語(1)
総合英語Ｂ(1) 総合英語Ｂ(1) 総合英語Ｂ(2)
英語Ｗ(2) 英語Ｗ(2)
英語Ｃ(1) ドイツ語ⅠＡ(2)

ドイツ語演習Ⅰ(1)＜選択＞ ドイツ語演習Ⅱ(1)＜選択＞
地球環境学概論(1) 社会と文化(2)

電子制御工学科 現代国語(2) 国語(2) 国語(2) 文学特論(2)
古典(1)
総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2)
総合英語Ｂ(1) 総合英語Ｂ(1) 総合英語Ｂ(2) 工業英語(1) 工業英語(1)
英語Ｗ(2) 英語Ｗ(2)
英語Ｃ(1)

ドイツ語ⅠＡ(2)
ドイツ語ⅠＢ(1)
ドイツ語演習Ⅰ(1)＜選択＞ ドイツ語演習Ⅱ(1)＜選択＞

社会と文化(2) 環境学基礎(1)

制御情報工学科 現代国語(2) 国語(2) 国語(2) 文学特論(2)
古典(1)
総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2)
総合英語Ｂ(1) 総合英語Ｂ(1) 総合英語Ｂ(2) 工業英語(1) 工業英語(1)
英語Ｗ(2) 英語Ｗ(2)
英語Ｃ(1)

ドイツ語ⅠＡ(2)
ドイツ語演習Ⅰ(1)＜選択＞ ドイツ語演習Ⅱ(1)＜選択＞

地球環境学概論(1) 社会と文化(2)

物質工学科 現代国語(2) 国語(2) 国語(2) 文学特論(2)
古典(1)
総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2)
総合英語Ｂ(1) 総合英語Ｂ(1) 総合英語Ｂ(2) 科学英語(2) 科学英語(2)
英語Ｗ(2) 英語Ｗ(2)
英語Ｃ(1)

ドイツ語ⅠＡ(2)
ドイツ語演習Ⅰ(1)＜選択＞ ドイツ語演習Ⅱ(1)＜選択＞

地球環境学概論(1) 社会と文化(2)

国際理解(2)＜英語、ドイツ語
Ⅱ、フランス語、国際教養か
ら選択＞

国際理解(2)＜英語、ドイツ語
Ⅱ、フランス語、国際教養か
ら選択＞

③語学系と総合系(環境・国際性）の授業科目の体系

国際理解(2)＜英語、ドイツ語
Ⅱ、フランス語、国際教養か
ら選択＞

国際理解(2)＜英語、ドイツ語
Ⅱ、フランス語、国際教養か
ら選択＞

国際理解(2)＜英語、ドイツ語
Ⅱ、フランス語、国際教養か
ら選択＞

 

注）灰色網掛は専門科目，網掛け無しは一般科目である。 

                  （出典：平成 17年度 教育課程から抜粋整理） 
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資料５－１－①－11：一般科目の体系 

対象専門学科 分類 １年 ２年 ３年 ４年 ５年
機械工学科 自然科学系 数学ＡⅠ(2) 数学ＡⅠ(2) 数学ＡⅠ(2)
電気電子工学科 数学ＡⅡ(2) 数学ＡⅡ(2) 数学ＡⅡ(2)
制御情報工学科 数学Ｂ(2) 数学Ｂ(2) 数学Ｂ(2)

物理(2) 物理(2)
物理実験(1)

化学Ⅰ(2) 化学Ⅱ(2)
化学Ⅲ(1)

生物(1)
語学系 総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2)

総合英語Ｂ(1) 総合英語Ｂ(1) 総合英語Ｂ(2)
英語Ｗ(2) 英語Ｗ(2)
英語Ｃ(1) ドイツ語ⅠＡ(2)

ドイツ語演習Ⅰ(1)＜選択＞ ドイツ語演習Ⅱ(1)＜選択＞

人文社会系 現代国語(2) 国語(2) 国語(2) 文学特論(2)
古典(1)
地理(2) 歴史(2) 歴史(2) 哲学(2)

社会と文化(2)

総合系 地球環境学概論(1)

保険・体育系 体育(2) 体育(2) 体育(2) 体育(2)
保健(2)

芸術系 美術(1)
音楽(1)

電子制御工学科 自然科学系 数学ＡⅠ(2) 数学ＡⅠ(2) 数学Ａ(2)
数学ＡⅡ(2) 数学ＡⅡ(2)
数学ＢⅠ(2) 数学Ｂ(2) 数学Ｂ(2)
数学ＢⅡ(2)
物理(2) 物理(2)

物理実験(1)
化学Ⅰ(2) 化学Ⅱ(2)

化学Ⅲ(1)
生物(1)

語学系 総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2)
総合英語Ｂ(1) 総合英語Ｂ(1) 総合英語Ｂ(2)
英語Ｗ(2) 英語Ｗ(2)
英語Ｃ(1)

ドイツ語ⅠＡ(2)
ドイツ語ⅠＢ(1)
ドイツ語演習Ⅰ(1)＜選択＞ ドイツ語演習Ⅱ(1)＜選択＞

人文社会系 現代国語(2) 国語(2) 国語(2) 文学特論(2)
古典(1)
地理(2) 歴史(2) 歴史(2) 哲学(2)

社会と文化(2)

総合系

保険・体育系 体育(2) 体育(2) 体育(2) 体育(2)
保健(2)

芸術系 美術(1)
音楽(1)

物質工学科 自然科学系 数学ＡⅠ(2) 数学ＡⅠ(2) 数学ＡⅠ(2)
数学ＡⅡ(2) 数学ＡⅡ(2) 数学ＡⅡ(2)
数学Ｂ(2) 数学Ｂ(2) 数学Ｂ(2)
物理(2) 物理(2) 物理(１)
化学Ⅰ(2)
化学Ⅱ(2) 化学Ⅲ(1)
生物(1)

語学系 総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2) 総合英語Ａ(2)
総合英語Ｂ(1) 総合英語Ｂ(1) 総合英語Ｂ(2)
英語Ｗ(2) 英語Ｗ(2)
英語Ｃ(1)

ドイツ語ⅠＡ(2)
ドイツ語演習Ⅰ(1)＜選択＞ ドイツ語演習Ⅱ(1)＜選択＞

地球環境学概論(1) 社会と文化(2)

人文社会系 現代国語(2) 国語(2) 国語(2) 文学特論(2)
古典(1)
地理(2) 歴史(2) 歴史(2) 哲学(2)

社会と文化(2)

総合系 地球環境学概論(1)

保険・体育系 体育(2) 体育(2) 体育(2) 体育(2)
保健(2)

芸術系 美術(1)
音楽(1)

国際理解(2)＜英語、ドイツ
語Ⅱ、フランス語、国際教
養から選択＞

法学(2)／経済学(2)（いずれ
か選択）

国際理解(2)＜英語、ドイツ
語Ⅱ、フランス語、国際教
養から選択＞

法学(2)／経済学(2)（いずれ
か選択）

国際理解(2)＜英語、ドイツ
語Ⅱ、フランス語、国際教
養から選択＞

法学(2)／経済学(2)（いずれ
か選択）

国際理解(2)＜英語、ドイツ
語Ⅱ、フランス語、国際教
養から選択＞

④一般科目の体系

国際理解(2)＜英語、ドイツ
語Ⅱ、フランス語、国際教
養から選択＞

国際理解(2)＜英語、ドイツ
語Ⅱ、フランス語、国際教
養から選択＞

 

                  （出典：平成17年度 教育課程から抜粋整理） 
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資料５－１－①－12：実験・実習・演習の授業科目の体系 

専門学科 １年 ２年 ３年 ４年 ５年
機械工学科 機械工作実習(3)＜実習＞ 機械工作実習(3)＜実習＞ 機械工作実習(3)＜実習＞

機械設計製図(2)＜演習＞ 機械設計製図(2)＜演習＞ 機械設計製図(2)＜演習＞ 機械設計製図(3)＜演習＞ 機械設計製図(3)＜演習＞
機械工学実験(3)＜実験＞ 機械工学実験(3)＜実験＞

プログラム演習(1)＜演習＞ 卒業研究(8)＜研究＞
工業外国語Ａ(1)＜演習＞
工業外国語Ｂ(1)＜演習＞

学外実習Ａ(2)<4,5年で選択＞ 学外実習Ａ(2)<4,5年で選択＞
学外実習Ｂ(1)<4,5年で選択＞ 学外実習Ｂ(1)<4,5年で選択＞

物理実験(1)＜実験＞ 応用物理(2)＜前期、実験＞
化学Ⅰ(2)＜講義と実験＞ 化学Ⅱ(2)＜講義と実験＞

化学Ⅲ(1)＜講義と実験＞
総合英語Ａ(2)＜講義と演習＞ ドイツ語演習Ⅰ(1)＜選択＞ ドイツ語演習Ⅱ(1)＜選択＞
総合英語Ｂ(1)＜講義と演習＞

体育(2)＜実習＞ 体育(2)＜実習＞ 体育(2)＜実習＞ 体育(2)＜実習＞
保健(2)＜講義と実習＞

電気電子工学科 電気電子工学実験(1)＜実験＞電気電子工学実験(4)＜実験＞ 電気電子工学実験(4)＜実験＞ 電気電子工学実験(4)＜実験＞ 電気電子工学実験(2)＜実験＞
卒業研究(10)＜研究＞

学外実習Ａ(2)<4,5年で選択＞ 学外実習Ａ(2)<4,5年で選択＞
学外実習Ｂ(1)<4,5年で選択＞ 学外実習Ｂ(1)<4,5年で選択＞
応用物理(2)＜前期、実験＞

物理実験(1)<実験＞
化学Ⅰ(2)＜講義と実験＞ 化学Ⅱ(2)＜講義と実験＞

化学Ⅲ(1)＜講義と実験＞

総合英語Ａ(2)＜講義と演習＞ ドイツ語演習Ⅰ(1)＜選択＞ ドイツ語演習Ⅱ(1)＜選択＞
総合英語Ｂ(1)＜講義と演習＞

体育(2)＜実技＞ 体育(2)＜実技＞ 体育(2)＜実技＞ 体育(2)＜実技＞
保健(2)＜講義と実習＞

電子制御工学科 電子制御工学実験(3)＜実験＞電子制御工学実験(3)＜実験＞ 電子制御工学実験(4)＜実験＞ 電子制御工学実験(4)＜実験＞ 電子制御工学実験(2)＜実験＞

電子機械基礎実習(2)＜実習＞ 電子機械設計・製作Ⅰ(2)＜実習＞ 卒業研究(6)＜研究＞
ロボット工学演習(1)＜演習＞ 電子機械設計・製作Ⅱ(3)＜実習＞

UNIX入門(1)＜演習＞ Ｃ言語基礎演習(1)＜演習＞ 電子機械設計演習(1)＜実習＞ 電子制御工学特別演習(1)＜選択＞

プログラミング入門(1)＜演習＞Ｃ言語応用演習(1)＜演習＞ 工業英語(1)＜演習＞
学外実習Ⅰ(1)＜実習＞ 学外実習Ⅲ(1)＜実習＞ 学外実習Ⅴ(1)＜実習＞
学外実習Ⅱ(1)＜実習＞ 学外実習Ⅳ(1)＜実習＞ 学外実習Ⅵ(1)＜実習＞

物理実験(1)＜実験＞
化学Ⅰ(2)＜講義と実験＞ 化学Ⅱ(2)＜講義と実験＞

化学Ⅲ(1)＜講義と実験＞

総合英語Ａ(2)＜講義と演習＞ ドイツ語演習Ⅰ(1)＜選択＞ ドイツ語演習Ⅱ(1)＜選択＞
総合英語Ｂ(1)＜講義と演習＞

体育(2)＜実技＞ 体育(2)＜実技＞ 体育(2)＜実技＞ 体育(2)＜実技＞
保健(2)＜講義と実習＞

制御情報工学科 制御情報工学演習(3)＜演習＞制御情報工学演習(3)＜演習＞ 制御情報工学演習(3)＜演習＞ 創造設計(3)＜実習＞ 卒業研究(10)＜研究＞
機械・電気製図(2)＜演習＞ 工学実験(3)＜実験＞ 工学実験(3)＜実験＞

学外実習Ａ(2)＜実習＞
学外実習Ｂ(1)＜実習＞
数値解析(2)＜講義と演習＞ 精密工学(1)＜講義と演習＞
応用物理(2)＜前期、実験＞

物理実験(1)＜実験＞
化学Ⅰ(2)＜講義と実験＞ 化学Ⅱ(2)＜講義と実験＞

化学Ⅲ(1)＜講義と実験＞

総合英語Ａ(2)＜講義と演習＞ ドイツ語演習Ⅰ(1)＜選択＞ ドイツ語演習Ⅱ(1)＜選択＞
総合英語Ｂ(1)＜講義と演習＞

体育(2)＜実技＞ 体育(2)＜実技＞ 体育(2)＜実技＞ 体育(2)＜実技＞
保健(2)＜講義と実習＞

物質工学科 基礎化学実験(1)＜実験＞ 分析化学実験(3)＜実験＞ 有機化学実験(3)＜実験＞ 化学工学実験(2)＜実験＞ 卒業研究(10)＜研究＞
無機化学実験(3)＜実験＞ 生物化学実験(2)＜実験＞ 材料化学実験１(2)＜実験・材料コース＞

物理化学実験(3)＜実験＞ 材料化学実験２(2)＜実験・材料コース＞

生物工学実験１(2)＜実験・生物コース＞

生物工学実験２(1)＜実験・生物コース＞

物質工学演習(1)＜実習・選択＞
特別物質工学実習(1) 有機材料化学(2)＜講義と演習＞

＜実習・３～５年次選択＞ 機械工学概論(1)＜実習＞
応用物理(2)＜前期、実験＞ 機器分析２(1)＜講義と演習・選択＞

学外実習１(1)＜実習・選択＞ 学外実習３(1)＜実習・選択＞
学外実習２(2)＜実習・選択＞

化学Ⅰ(2)＜講義と実験＞
化学Ⅱ(2)＜講義と実験＞ 化学Ⅲ(1)＜講義と実験＞

総合英語Ａ(2)＜講義と演習＞ ドイツ語演習Ⅰ(1)＜選択＞ ドイツ語演習Ⅱ(1)＜選択＞
総合英語Ｂ(1)＜講義と演習＞

体育(2)＜実技＞ 体育(2)＜実技＞ 体育(2)＜実技＞ 体育(2)＜実技＞
保健(2)＜講義と実習＞

⑤実験・実習・演習の授業科目の体系

 

注）灰色網掛は専門科目，網掛け無しは一般科目である。 

シラバスに授業形態が「講義」と記されている科目も演習が 80％程度以上占める科目は＜演習＞として記述し

た。 

                  （出典：平成 17年度 教育課程から抜粋整理） 
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資料５－１－①－13：情報技術系の授業科目の体系 

専門学科 １年 ２年 ３年 ４年 ５年
機械工学科 情報処理基礎(1) プログラム演習(1) 電子計算機(1) 数値解析(1) 情報工学(1)

電気電子工学科 情報処理基礎(2) ロジック回路(2) プログラミング(2) コンピュータ工学(1) 情報理論(2)
通信工学(2) シミュレーション工学(1)＜選択＞

デジタル信号処理(1)＜選択＞

電子制御工学科 計算機基礎(2) 計算機工学Ⅰ(2) 計算機工学Ⅱ(2) 情報工学(2)
情報処理基礎演習Ⅰ(1) UNIX入門(1) C言語基礎演習(1) プログラミング言語JavaⅠ(1) プログラミング言語JavaⅡ(1)

情報処理基礎演習Ⅱ(1) プログラミング入門(1) C言語応用演習(1) 通信工学(2)
人工知能(2)

制御情報工学科 情報処理基礎(2) 電子計算機(2) j情報処理(2) 図形処理(2) データ通信(1)
計算機入門(2) プログラミング(2) プログラミング(2) 数値解析(2) 人工知能(2)

オペレーティングシステム(2) 情報数理Ⅱ(2)＜選択＞ 計算機シミュレーション(1)
情報数理Ⅰ(2) データベースシステム(1)

制御情報工学演習(3) 制御情報工学演習(3) 制御情報工学演習(3) 情報数理Ⅲ(1)＜選択＞
＜プログラミング演習含む＞ ＜プログラミング演習含む＞ ＜プログラミング演習含む＞

物質工学科 情報基礎(1)
情報処理(1)

⑥情報技術系の授業科目の体系

 

                 （出典：平成 17年度 教育課程から抜粋整理） 

 

資料５－１－①－14：主となる専門科目の体系 

専門学科 系統 １年 ２年 ３年 ４年 ５年
機械工学科 実験・実習 機械工作実習(3)＜実習＞ 機械工作実習(3)＜実習＞ 機械工作実習(3)＜実習＞ 機械工学実験(3)＜実験＞ 機械設計製図(3)＜演習＞

機械設計製図(2)＜演習＞ 機械設計製図(2)＜演習＞ 機械設計製図(2)＜演習＞ 機械設計製図(3)＜演習＞ 機械工学実験(3)＜実験＞
卒業研究(8)

力学 材料力学(2) 材料力学(2) 弾性力学(1)
工業力学(2) 熱力学(2) 伝熱工学(1)

水力学(2) 流体機械(1)
水力学演習(1) 油空圧工学(1)

塑性力学(1)
エネルギー工学(1)
振動工学(1)

設計・製作 機械工学入門(1) 金属材料学(2) 金属材料学(1)
図学(1) 機構学(2) 機械設計法(2) 機械設計法(1)

機械工作法(2) 機械工作法(2) 機械要素学(1)＜選択＞
トライボロジー(1)＜選択＞

計測・制御・情報 情報処理基礎(1) プログラム演習(1) 電子計算機(1) 数値解析(1) 情報工学(1)
電気工学(1) 電子工学(1) 数値制御(1) 自動制御(2)

機械計測(1) 電子計測(1)

メカトロニクス(1)＜選択＞
その他 経営工学(1)

電気電子工学科 実験・実習 電気電子工学実験(1)＜実験＞ 電気電子工学実験(4)＜実験＞ 電気電子工学実験(4)＜実験＞ 電気電子工学実験(4)＜実験＞ 電気電子工学実験(2)＜実験＞
卒業研究(10)

共通基礎 電磁気学(2) 電磁気学(2) 電磁気学(2) 回路網理論(2)
直流回路(2) 回路理論(2) 回路理論(2) 回路理論(2) シミュレーション工学(1)＜選択＞
情報処理基礎(2) ロジック回路(2) プログラミング(2)

電気電子計測(2)
電子回路・デバイス 電子回路(2) 電子回路(2) 電子回路設計(1)

電子材料(2)
気体電子工学(2) 固体電子工学(2)
ＣＡＤ・回路シミュレーション演習(1)、選択＞

電気エネルギー 電気電子機器(2) 電力工学(2)
自動制御(1) 制御工学(2)

現代制御理論(1)＜選択＞
新エネルギー工学(1)<４，５年次選択＞パワーエレクトロニクス(1)

情報・通信 コンピュータ工学(1) 情報理論(2)
通信工学(2) マイクロ波工学(2)

オプトエレクトロニクス(1)＜選択＞

デジタル信号処理(1)＜選択＞
その他 図学・製図(2) 機械工学概論(2)

電子制御工学科 実験・実習 電子制御工学実験(3)＜実験＞ 電子制御工学実験(3)＜実験＞ 電子制御工学実験(4)＜実験＞ 電子制御工学実験(4)＜実験＞ 電子制御工学実験(2)＜実験＞

電子機械基礎実習(2)＜実習＞ 電子機械設計・製作Ⅰ(2)＜実習＞ 卒業研究(6)＜研究＞
電子機械設計・製作Ⅱ(3)＜実習＞

電子機械設計演習(1)＜実習＞
設計・計画 電気回路(1) 電気・機械製図(2) 回路理論(2) 線形回路解析(2)

図学(1) 機械要素(2) 電子回路(2) 電子回路演習(1)
材料力学(2) 計測工学(2)

情報・論理 情報処理演習基礎Ⅰ(1) 計算機基礎(2) 計算機工学Ⅰ(2) 計算機工学Ⅱ(2) 情報工学(2)
情報処理演習基礎Ⅱ(1) UNIX入門(1) C言語基礎演習(1) プログラミング言語JavaⅠ(1) プログラミング言語JavaⅡ(1)

プログラミング入門(1) C言語応用演習(1) 制御工学(2) 制御システム設計(1)
システム制御工学Ⅰ(1) システム制御工学Ⅱ(1)

通信工学(2)
人工知能(2)

解析 工業熱力学(2)
材料・化学・バイオ 電子材料(2)

集積回路工学(1)
技術関連 品質マネジメント工学(1)

環境学基礎(1)
演習 ロボット工学演習(1)＜選択＞ 電子制御工学特別演習(1)＜選択＞

電子制御工学基礎演習(2)＜選択＞電子制御工学演習(2)＜選択＞ 電子制御工学応用演習＜選択＞

⑦主となる専門科目の体系

 

                  （出典：平成 17年度 教育課程から抜粋整理） 
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(資料５－１－①－14：主となる専門科目の体系) 

制御情報工学科 実験・実習 制御情報工学演習(3)＜演習＞ 制御情報工学演習(3)＜演習＞ 制御情報工学演習(3)＜演習＞ 創造設計(3)＜実習＞ 卒業研究(10)＜研究＞
工学実験(3)＜実験＞ 工学実験(3)＜実験＞

情報 情報処理基礎(2) 電子計算機(2) 情報処理(2) 人工知能(2)
計算機入門(2) プログラミング(2) プログラミング(2) 図形処理(2) 計算機シミュレーション(1)

オペレーティングシステム(2) 数値解析(2) データベースシステム(1)
情報数理Ⅰ 情報数理Ⅱ(2)＜選択＞ 情報数理Ⅲ(1)＜選択＞

数理計画法(1)＜選択＞
電気・磁気 電気回路(2) 電子回路(2) 電磁気学(2)

制御 自動制御(2) 制御工学(2)
システム工学(2)

機械 メカトロニクス(2) 流体力学(2)  ＜選択＞ 流体応用工学(1)＜選択＞
ロボット工学(2)
熱・統計力学(1)

システム統合 設計工学(2) 生産システム工学(1)
計測工学(2) 振動工学(1)＜選択＞

データ通信(1)
モノづくり 機械・電気製図(2) 加工学(2) 機械工作実習(1.5)＜工学実験に含む＞ 精密工学(1)＜選択＞

材料工学(1)

物質工学科 実験・実習 基礎化学実験(1)＜実験＞ 分析化学実験(3)＜実験＞ 有機化学実験(3)＜実験＞ 化学工学実験(2)＜実験＞ 卒業研究(10)＜研究＞
無機化学実験(3)＜実験＞ 生物化学実験(2)＜実験＞ 材料化学実験１(2)＜実験＞
微生物学実験(2)＜実験＞ 物理化学実験(3)＜実験＞ 材料化学実験２(2)＜実験＞

物質工学演習(1)＜実習・選択＞ 特別物質工学実習(1)＜３～５年次選択＞

専門基礎 分析化学(2) 無機化学１(2) 無機化学１(1)
微生物学(1) 生物化学１(2)
基礎生物化学(1) 基礎化学工学(1)

物理化学１(2)
分析化学 機器分析(1) 機器分析２(1)＜選択＞
物理化学 物理化学２(2) 材料物性化学(1)

無機材料化学(2) 物理化学３(1)＜選択＞
有機化学 有機化学１(2) 有機化学１(2) 有機材料化学(2)

材料コース 有機化学２(1)
グリーンケミストリ(1)＜選択＞

生物化学 生物化学２(1) 培養工学(1)＜選択＞
薬理学(1)＜選択＞
食品工学(1)＜選択＞
生物有機化学(1)＜選択＞

化学工学 化学工学１(1) 化学工学３(1)
化学工学２(1) 反応工学(1)

環境工学(1)
安全工学(1)
触媒工学(1)＜選択＞
プロセス制御(1)＜選択＞

その他 化学製図(2) 機械工学概論(1)
品質管理(1)
物質工学総論(1)
応用物理２(1)＜選択＞

実験・実習 基礎化学実験(1)＜実験＞ 分析化学実験(3)＜実験＞ 有機化学実験(3)＜実験＞ 化学工学実験(2)＜実験＞ 卒業研究(10)＜研究＞
無機化学実験(3)＜実験＞ 生物化学実験(2)＜実験＞ 生物工学実験１(2)＜実験＞
微生物学実験(2)＜実験＞ 物理化学実験(3)＜実験＞ 生物工学実験２(2)＜実験＞

物質工学演習(1)＜実習・選択＞ 特別物質工学実習(1)＜３～５年次選択＞

専門基礎 分析化学(2) 無機化学１(2) 無機化学１(1)
微生物学(1) 生物化学１(2)
基礎生物化学(1) 基礎化学工学(1)

物理化学１(2)
分析化学 機器分析(1) 機器分析２(1)＜選択＞
物理化学 物理化学２(2) 物理化学３(1)＜選択＞
有機化学 有機化学１(2) 有機化学１(2) 有機化学２(1)＜選択＞

グリーンケミストリ(1)＜選択＞
生物化学 生物化学２(1) 培養工学(1)

生物コース 分子生物学(2) 細胞工学(2)
遺伝子工学(1)
酵素工学(2)
薬理学(1)＜選択＞
食品工学(1)＜選択＞
生物有機化学(1)＜選択＞

化学工学 化学工学１(1) 化学工学３(1)
化学工学２(1) 反応工学(1)

環境工学(1)
安全工学(1)
触媒工学(1)＜選択＞
プロセス制御(1)＜選択＞

その他 化学製図(2) 機械工学概論(1)
品質管理(1)
物質工学総論(1)
応用物理２(1)＜選択＞

 

 

                    （出典:平成 17年度 教育課程から抜粋整理） 
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資料５－１－①－15：実践的，創造的授業科目の体系 

専門学科 １年 ２年 ３年 ４年 ５年
機械工学科 機械工作実習(3)＜実習＞ 機械工作実習(3)＜実習＞ 機械工作実習(3)＜実習＞ 卒業研究(8)＜研究＞

機械設計製図(2)＜演習＞ 機械設計製図(2)＜演習＞ 機械設計製図(2)＜演習＞ 機械設計製図(3)＜演習＞ 機械設計製図(3)＜演習＞
機械工学実験(3)＜実験＞ 機械工学実験(3)＜実験＞
学外実習Ａ(2)<4,5年で選択＞ 学外実習Ａ(2)<4,5年で選択＞
学外実習Ｂ(1)<4,5年で選択＞ 学外実習Ｂ(1)<4,5年で選択＞

電気電子工学科 卒業研究(10)＜研究＞
電気電子工学実験(1)＜実験＞電気電子工学実験(4)＜実験＞電気電子工学実験(4)＜実験＞電気電子工学実験(4)＜実験＞ 電気電子工学実験(2)＜実験＞
図学・製図(2) 機械工学概論（２） 学外実習Ａ(2)<4,5年で選択＞ 学外実習Ａ(2)<4,5年で選択＞

＜工作実習含む＞ 学外実習Ｂ(1)<4,5年で選択＞ 学外実習Ｂ(1)<4,5年で選択＞

電子制御工学科 卒業研究(6)＜研究＞
電子制御工学実験(3)＜実験＞電子制御工学実験(3) 電子制御工学実験(4)＜実験＞電子制御工学実験(4)＜実験＞ 電子制御工学実験(2)＜実験＞

＜実験・工作実習含む＞ 電子機械基礎実習(2)＜実習＞電子機械設計・製作Ⅰ(2)＜実習＞

電気・機械製図(2) ロボット工学演習(1)＜演習＞ 電子機械設計・製作Ⅱ(3)＜実習＞
Ｃ言語基礎演習(1)＜演習＞ 電子機械設計演習(1)＜実習＞
Ｃ言語応用演習(1)＜演習＞ 電子制御工学特別演習(1)＜選択＞

学外実習Ⅰ(1)＜実習＞ 学外実習Ⅲ(1)＜実習＞ 学外実習Ⅴ(1)＜実習＞
学外実習Ⅱ(1)＜実習＞ 学外実習Ⅳ(1)＜実習＞ 学外実習Ⅵ(1)＜実習＞

制御情報工学科 制御情報工学演習(3)＜演習＞制御情報工学演習(3)＜演習＞制御情報工学演習(3)＜演習＞創造設計(3)＜実習＞ 卒業研究(10)＜研究＞
機械・電気製図(2)＜演習＞ 工学実験(3) 工学実験(3)＜実験＞

＜実験・工作実習含む＞

学外実習Ａ(2)＜実習＞
学外実習Ｂ(1)＜実習＞

物質工学科 基礎化学実験(1)＜実験＞ 分析化学実験(3)＜実験＞ 有機化学実験(3)＜実験＞ 化学工学実験(2)＜実験＞ 卒業研究(10)＜研究＞
無機化学実験(3)＜実験＞ 生物化学実験(2)＜実験＞ 材料化学実験１(2)＜実験・材料コース＞

物理化学実験(3)＜実験＞ 材料化学実験２(2)＜実験・材料コース＞

生物工学実験１(2)＜実験・生物コース＞

生物工学実験２(1)＜実験・生物コース＞

物質工学演習(1)＜実習・選択＞
特別物質工学実習(1)

＜実習・３～５年次選択＞ 機械工学概論(1)＜工作実習＞
学外実習１(1)＜実習・選択＞ 学外実習３(1)＜実習・選択＞
学外実習２(2)＜実習・選択＞

⑧実践的、創造的授業科目の体系

 

                   （出典：平成 17年度 教育課程から抜粋整理） 

 

以上の分析結果からわかるように，授業科目の系統に沿って，学年が進むにつれて基礎的な内容を

教授する科目から応用的な高度な内容の科目へ連続するように科目が配置され，授業内容の計画もそ

れに沿って組まれている。個々の教員が，シラバスを設計図として，関連する系統の科目の授業内容

を考慮しながら工夫を加え授業内容を計画している。例として，物理系のシラバスの授業内容の説明

部を（資料５－１－①－16）に示す。 
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資料５－１－①－16：物理系シラバスの授業内容の説明部 

 

 

 

 

 

 

                   （出典：平成 17 年度シラバス） 
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前ページからの続き 

（資料５－１－①－16：物理系シラバスの授業内容の説明部） 

 

 

 

 

 

                    （出典：平成 17 年度シラバス） 

（分析結果とその根拠理由）優れている。一般科目と専門科目の履修時間を楔形に組むことは，５年

間一貫教育の特徴を存分に生かすものであり，基礎から専門への移行がスムーズになされている。

また，高学年になるに従い選択科目を増やすことにより，学生が学習を深める中で広がっていく興

味関心の多様性に可能な限り応えている。幅広い分野の一般科目を適切に配置し，豊かな人間性の

形成と国際感覚育成のために配慮している。全学科共通に情報教育の基礎科目を配置し情報技術を

重視した教育体系となっている。実験・実習・演習科目を各学年に配置し講義科目と関連付けた実

践的技術者養成の体系的カリキュラム構成となっている。授業内容は，授業科目の系統に沿い，シ

ラバスを設計図として，個々の教員が工夫を加えながら計画している。 

観点５－１－②：学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程の編

成（例えば，他学科の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，インターン

シップによる単位認定，補充教育の実施，専攻科教育との連携等が考えられる。）

に配慮しているか。 
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（観点に係る状況）準学士課程では，国内外の他の高等教育機関で取得した単位について 30 単位を限

度に本校の単位として認める制度を設け，学生便覧にも掲載し周知している（資料５－１－②－

１）。 

 

資料５－１－②－１：国内外の他の高等教育機関で取得した単位の認定に関する規則 

 

 

 

  

（出典：平成 17年度学生便覧 ｐ．６～７） 

 

各種技能検定の取得実績を単位認定する制度を設けている（資料５－１－②－２）。過去３年間の各

種技能検定の取得による単位認定の実績は（資料５－１－②－３）に示す。 
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資料５－１－②－２：各種技能検定取得実績の単位認定に関する規則 

 

 

                    （出典：平成 17年度学生便覧 ｐ．78） 
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資料５－１－②－３：各種技能検定単位認定実績表 

 

              （出典：平成 16年度自己点検書「教務委員会」） 

また，学生が企業等において実践的工業技術の現場を体験する学外実習を単位として認定している

(前出資料５－１－①－２～６)。過去２年間の学外実習の単位認定実績は（資料５－１－②－４）に

示す。平成 16 年度には，学外実習（インターンシップ）に関して学生に積極的に参加するよう働き

かけ，平成 15 年度に比べ参加者の数が急激に増えた。また，学内全体での報告会を開き，報告書

（資料５－１－②－５）にまとめている。今後，より多くの学生が参加するよう指導体制を整えてい

るところである。また，前述したように高学年になるに従い選択科目を増やすことにより，学生の多

様なニーズに応えるよう配慮している。 
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資料５－１－②－４：学外実習の単位認定実績表 

平成１５年度インターンシップ状況

学　　　　年 計
学科名 授業科目名 単位数 1 2 3 4 5 専1 専2

機械工学科 学外実習Ａ 2 4 4

学外実習Ｂ 1 0

電気電子工学科 学外実習Ａ 2 0

学外実習Ｂ 1 1 1

電子制御工学科 学外実習Ⅰ 1 0

学外実習Ⅱ 1 0

学外実習Ⅲ 1 2 2

学外実習Ⅳ 1 0

学外実習Ⅴ 1 2 2

学外実習Ⅵ 1 0

制御情報工学科 学外実習Ａ 2 1 1

学外実習Ｂ 1 0

物質工学科 学外実習１ 1 5 5

学外実習２ 2 9 9

学外実習３ 1 2 2

専攻科 専攻科実習 2 14 14

計 0 0 0 22 4 14 0 40  

平成１６年度インターンシップ状況

学　　　　年 計
学科名 授業科目名 単位数 1 2 3 4 5 専1 専2

機械工学科 学外実習Ａ 2 10 10

学外実習Ｂ 1 2 2

電気電子工学科 学外実習Ａ 2 1 1

学外実習Ｂ 1 2 1 3

電子制御工学科 学外実習Ⅰ 1 0

学外実習Ⅱ 1 0

学外実習Ⅲ 1 1 1

学外実習Ⅳ 1 1 1

学外実習Ⅴ 1 0

学外実習Ⅵ 1 0

制御情報工学科 学外実習Ａ 2 0

学外実習Ｂ 1 2 2

物質工学科 学外実習１ 1 7 7

学外実習２ 2 12 12

学外実習３ 1 0

専攻科 専攻科実習 2 23 9 32

計 0 0 0 38 1 23 9 71  

 

（出典：平成 15 年度，16 年度大学等におけるインターンシップの実施状況に関する調査票より抜粋） 
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資料 ５－１－②－５：インターシップ（学外実習）報告書目次 

 

 

    （出典：インターシップ（学外実習）に関する報告書 平成 16年度） 

（分析結果とその根拠理由）相応である。学生が学習を深める上で興味関心が多様化してくることを

踏まえ，本校で開設していない科目について，放送大学を含む他機関で学習する機会を設けるとと

もに，各種技能検定の取得実績を単位認定する制度を設け，実践的技術者の養成という学校の目的

に照らし，希望する学生を企業等に派遣して実習を行う制度を設けており，平成 16 年度よりその制

度運用の充実を図り，より多くの学生が社会のニーズを認識する機会の確保に配慮している。 

観点５－２－①：教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適切で

あり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされているか。

（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，情報

機器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられる。） 
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（観点に係る状況）授業形態は講義，演習，実験，実習に大別され，本校の教育目的を踏まえ，演習，

実験，実習の比重を大きくして体験型学習を重視している（資料５－２－①－１）。高学年になる

につれて専門科目の開講数は増え，演習，実験，実習の授業形態の科目の開講単位数も多くしてい

る（資料５－２－①－２）。ここで資料５－２－①－１及び２において卒業研究は「演習」に含め

てカウントした。また，シラバスに授業形態が「講義」と記されている科目も演習が 80％程度以上

占める科目は演習に含めてカウントした。 

他の「講義」科目の中にも適宜演習を組み入れて実施している授業も多数ある（資料５－２－①－

３）。その他に，少人数授業の形態をとっている授業（資料５－２－①－４），複数教員で実施して

いる授業（資料５－２－①－５），対話・討論型の授業（資料５－２－①－６），フィールド型の授

業（資料５－２－①－７），基礎学力不足の学生に対して配慮した授業（資料５－２－①－８）など，

担当教員が研究や研修で得た知見を生かしながら，それぞれ学習指導法の工夫を行っている。情報機

器の活用に関しては，教務係に９台のプロジェクターが保管されており，多くの教員が授業に活用し

ている（資料５－２－①－９）。平成 16 年度末には５教室にプロジェクターを常設し，漸次全ての

教室に常設する計画がある。平成 16 年度末に e-learning システム「Black Board」を導入し，数回

の導入研修会を開き（資料５－２－①－10），平成 17 年度より活用を始めている（資料５－２－①

－11）。 

 

 資料５－２－①－１：各授業形態の開講単位数の割合  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

物質工学科

制御情報工学科

電子制御工学科

電気・電子工学科

機械工学科

講義

演習

実験

実習

 

                                      （出典：平成 17年度シラバスより集計） 
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資料５－２－①－２：専門学科における各授業形態の開講単位数の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※材料コースと生物コースの両方を含む。 

（出典：平成 17年度シラバスより集計） 
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資料５－２－①－３：演習を含む講義科目 

 

                （出典：授業形態・学習指導法調査結果） 
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資料５－２－①－４：少人数の形態で実施される授業 

 

                 （出典：授業形態・学習指導法調査結果） 
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資料 ５－２－①－５：複数教職員で実施される授業 

 

                （出典：授業形態・学習指導法調査結果） 
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資料 ５－２－①－６：対話・討論型の授業 

 

                  （出典：授業形態・学習指導法調査結果） 

 

 

資料 ５－２－①－７：フィールド型の授業 

 

                  （出典：授業形態・学習指導法調査結果） 
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資料５－２－①－８：基礎学力不足の学生に対して配慮した授業 

 

                 （出典：授業形態・学習指導法調査結果） 
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資料５－２－①－９：情報機器の活用状況例 

 

 

                       （出典：平成 17年６月 プロジェクタ等の使用記録簿） 
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資料 ５－２－①－10：e-learning システム導入講習会 

 

          （出典：e-learningプラットフォーム利用講習会資料） 
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資料５－２－①－11：e-learningを活用した授業 

 

                 （出典：授業形態・学習指導法調査結果） 

（分析結果とその根拠理由）優れている。本校の教育目的には，実験・実習等の体験型学習を重視する

ことが掲げられており，それを踏まえた授業形態のバランスが配慮されている。また，学習指導法に

ついては，各科目の特性を踏まえつつ，担当教員が適切な工夫を行い，教育効果を上げていると判断

できる。  

観点５－２－②：教育課程の編成の趣旨に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されているか。  

（観点に係る状況）平成 17 年度シラバスの冊子版の「はじめに」に学校長が記しているように（資料

５－２－②－１），シラバスは「授業科目ごとに，講義の内容と目標，各週の授業項目，学習に必

要な教科書・参考書，評価方法，学生が質問に行きやすいように授業担当教員のオフィスアワー

等」が記載されている。また，「これまでに実践した授業の結果等を，教員自らがさらに点検・評

価を行い，毎年更新しているもので，」とも書いているように，学生の学習の助けとすること及び

授業に関する教員の PDCA の重要な道具でもあるという方針に沿って本校のシラバスは作られている。 
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 資料５－２－②－１：シラバス作成の方針 

 

                （出典：平成 17年度シラバス 冊子版） 

３年生以下のシラバスの書式は低学年の学生達にも理解しやすいよう簡潔なもの（資料５－２－②

－２）とし，４，５年生は４，５年と専攻科で構成する統一プログラムである「総合システム工学プ

ログラム」に入るため，専攻科とほぼ統一した書式とし，より詳細な記載内容を要求している（資料

５－２－②－３）。いずれの書式にも，学生による授業アンケートの結果を反映し改善点を明記する

ための「授業アンケートへの対応」の記載欄を設け，授業に対する PDCAを実行している。 
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資料５－２－②－２：３年生以下のシラバス例 

 

                      （出典：平成 17年度シラバス） 

 



沼津工業高等専門学校 基準５ 

-120- 

資料５－２－②－３：４，５年生用シラバス例 

 

                      （出典：平成 17年度シラバス）  
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前ページからの続き 

（資料５－２－②－３：４，５年生用シラバス例） 

 

                    （出典：平成 17年度シラバス） 

シラバスに沿って授業が実施されたかどうかは，最終授業時に実施される学生による授業アンケー

トの中に「５．授業内容がシラバスと一致していましたか？」の設問によりチェックされる（資料５

－２－②－４）。その結果は学内限定ウェブサイト上に開示されている（資料５－２－②－５）。 
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資料５－２－②－４：授業アンケート質問用紙 

 

                 （出典：平成15年度授業アンケート質問用紙） 
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資料５－２－②－５：授業アンケート集計結果開示例 

 

     （出典：平成 15年度授業アンケート結果 学内限定ウェブサイトより） 

      https://itwg.numazu-ct.ac.jp/kyoumu/jugyou_hyouka/index.html 

教養科及び各専門学科において一定の方針の下でシラバスを作成し，教育課程の編成の趣旨に沿っ

て各教員が計画的に授業を行っている。教養科及び各専門学科のシラバスの前書き部分に，教育課程

の編成の趣旨等を明記している。教養科（資料５－２－②－６），機械工学科（資料５－２－②－

７），電気電子工学科（資料５－２－②－８），電子制御工学科（資料５－２－②－９），制御情報

工学科（資料５－２－②－10），物質工学科（資料５－２－②－11）の順に以下に示す。 
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資料５－２－②－６：一般科目の教育課程編成方針 

 

 

               （出典：平成17年度シラバス 冊子版） 
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資料５－２－②－７：機械工学科の教育課程編成方針 

 

 

               （出典：平成17年度シラバス 冊子版） 
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資料５－２－②－８：電気電子工学科の教育課程編成方針 

 

                  （出典：平成 17年度シラバス 冊子版） 

 

 

 

 



沼津工業高等専門学校 基準５ 

-127- 

資料５－２－②－９：電子制御工学科の教育課程編成方針 

 

 

                   （出典：平成17年度シラバス 冊子版） 
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資料５－２－②－10：制御情報工学科の教育課程編成方針 

 

 

                （出典：平成 17年度シラバス 冊子版） 
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資料５－２－②－11：物質工学科の教育課程編成方針 

 

（出典：平成 17年度シラバス 冊子版） 

 

シラバスは冊子版のみならず，ウェブサイト上に公開し，全学生にウェブサイトを通じて周知して

いる（資料５－２－②－12）。 
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資料５－２－②－12 シラバス・リンクのトップページ 

 

 

                         （出典：本校公式ウェブサイト） 

         http://www.numazu-ct.ac.jp/NctJpg/syllabus/newsyllabus.top.htm 

（分析結果とその根拠理由）優れている。本校における授業は，教養科及び各専門学科が作成した一

定の方針の下に作成したシラバスを設計図として，計画的に進められている。また，学生に周知す

ることにより，授業内容の確認や予習に役立てられており，さらに授業内容及び授業方法に対する

教員の PDCAに役立てられている。 

観点５－２－③：創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行われて

いるか。 

（観点に係る状況）各専門学科においては，全学生に卒業研究を課し，研究活動の中で創造性を育む

ようテーマ設定や問題解決の方法などを工夫して指導している（資料５－２－③－１）。研究成果

を学会等で発表する例も多くある（資料５－２－③－２）。また，PBL 型の実習または演習科目を設

け，学生達が主体的に問題解決を図る中で創造性，独創性が養われるよう工夫している（資料５－

２－③－３）。 

観点５－２－②でも触れたように，学外実習（インターンシップ）に関しては昨年度より学内全体
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での報告会を開き，報告書（前出資料５－１－②－５）を作成して，インターンシップで得た経験や

知識を他の学生にも伝える機会を設けている（資料５－２－③－４）。また，外部との共同研究・受

託研究等に学生を参加させることにより，実社会におけるニーズに触れさせている（資料５－２－③

－５）。 

資料５－２－③－１：卒業研究シラバス 

 

                   （出典：平成17年度 シラバス） 
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資料５－２－③－２：学生の研究発表実績 

 

                     （出典：沼津高専だより 86号） 
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前ページからの続き 

（資料５－２－③－２：学生の研究発表実績） 

 

                      （出典：沼津高専だより 86 号） 
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資料５－２－③－３： PBL 型授業 

 

（出典：授業形態・学習指導法調査結果） 
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資料５－２－③－４：インターンシップ説明会 

 

          （出典：インターンシップ（学外実習）に関する報告書） 
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資料５－２－③－５：実社会ニーズの体得の機会 

 

                （出典：授業形態・学習指導法調査結果） 

（分析結果とその根拠理由）優れている。学生が主体的に取り組む PBL 型の実験・実習・演習等にお

いては，学生が自ら設定したテーマの実現に向け知識を総動員しており，既存の理論的講義の枠に

はまらない教育効果を実現している。また，インターンシップや，外部との研究協力に学生を参加

させることにより，学生が実社会におけるニーズに直接触れることで自らの学習内容をもう一度見

直し，目標を明確化する良いきっかけを与えている。 

観点５－３－①：成績評価・単位認定規定や進級･卒業認定規定が組織として策定され，学生に周知さ

れているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認定，卒業

認定が適切に実施されているか。 
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（観点に係る状況）成績や進級・卒業に関する規定は，「学業成績評価並びに進級・卒業認定等に関

する規則」（資料５－３－①－１）及び「卒業・進級判定基準」（資料５－３－①－２）が制定さ

れており，学生便覧及びウェブサイトに掲載することにより学生に周知している。60 点以上を合格

として単位を認定している。各授業科目の成績評価及び単位認定は，同規則に基づき各教科目担当

教員によって行われ，各教科目における評価方法と基準はシラバスに明記し学生に周知している

（前出資料５－２－②－２及び３）。最終授業時に実施する学生による授業アンケートの設問に

「成績評価に関する設問」を設け，適切な評価がなされているかをチェックしている（前出資料５

－２－②－４）。学年成績が不合格となった科目については，学生の願い出によって再評価を受け

ることができ，再評価により合格になった科目については単位認定される。ただし評価は C（可）と

なる（資料５－３－①－３）。各種技能検定の取得に係る単位認定は学生からの申請を受け，「各

種技能検定取得実績の単位認定に関する規則」（前出資料５－１－②－２）に則り単位認定される。

再評価による単位認定と各種技能検定の取得に係る単位認定は，各定期試験期間に開催する教務委

員会で行っている（資料５－３－①－４）。進級認定及び卒業認定はそれぞれ教員会議において全

教員参加の下で審議・決定されている（資料５－３－①－５及び６ ）。 
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資料５－３－①－１：学業成績評価並びに進級・卒業認定等に関する規則 

 

 

                   （出典：平成 17年度学生便覧 p.67～69） 
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前ページからの続き 

（資料５－３－①－１：学業成績評価並びに進級・卒業認定等に関する規則） 

 

 

                  （出典：平成 17年度学生便覧 p.67～69） 
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資料５－３－①－２：卒業・進級判定基準 

 

                    （出典：平成 17年度学生便覧 p.70） 

 

 

資料５－３－①－３：再評価に係る規定 

 

 

                          （出典：平成 17年度学生便覧 p.72） 
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資料５－３－①－４：教務委員会議事次第 

 

                 （出典：平成16年度 第４回教務委員会資料） 

 

資料５－３－①－５：進級判定会議資料表紙 

 

 

                    （出典：平成16年度教員会議資料） 
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資料５－３－①－６：卒業判定会議資料表紙 

 

                   （出典：平成16年度教員会議資料） 

   ４，５年次に関しては，専攻科と共に単一の「総合システム工学プログラム」を構成し，「沼津

高専における総合システム工学プログラム規則」（資料５－３－①－７）に則って各学科の総合シ

ステム工学要件として「プログラム前半部のカリキュラム要件」（資料５－３－①－８）を定め，

学生便覧及びウェブサイトに掲載することにより学生に周知している。「総合システム工学プログ

ラム」の前半部（準学士課程）の修了要件を平成 16 年度第６回総務委員会確認事項として定め（資

料５－３－①－９），学科ガイダンス等を通じて学生に説明し周知している(資料５－３－①－10)。 
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資料５－３－①－７：沼津高専における総合システム工学プログラム規則 

 

 

                     （出典：平成17年度学生便覧 ｐ．56） 

 

 



沼津工業高等専門学校 基準５ 

-144- 

資料５－３－①－８：プログラム前半部のカリキュラム要件 

 

 

                 （出典：平成17年度学生便覧 ｐ．57） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



沼津工業高等専門学校 基準５ 

-145- 

資料５－３－①－９：「総合システム工学プログラム」の前半部（準学士課程）修了要件 

 

（出典：平成 16年度第６回総務委員会資料） 

 

資料５－３－①－10  「総合システム工学プログラム」の前半部（準学士課程）修了要件の周知例 

 

          (出典：制御情報工学科４年生への学科ガイダンス資料)     

（分析結果とその根拠理由）相応である。成績評価及び単位認定は，全学生及び教職員が周知の規則

に基づいて行われ，進級認定及び卒業認定は，全教員参加の教員会議で公平性・透明性を持って適

切に行われている。各教科目においてシラバスに評価方法と基準を明記し，学生に周知した方法と
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基準で成績評価を行っている。学生による授業評価の中で成績評価に関する設問を設け，適切な評

価がなされているかをチェックしている。 

観点５－４－①：教育活動の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよう配

慮されているか。 

（観点に係る状況）本校では教育目的の中に豊かな人間性の形成を掲げており，学則別表により特別

活動を 90 単位時間以上行うことを定めている（前出資料５－１－①－１最下段）。１，２年生に対

しては授業時間割に週１時間の「特別活動」の時間を設け（資料５－４－①－１），クラス担任が

中心となって，諸連絡，成績指導，清掃指導（学校周辺清掃活動（後出資料５－４－②－５）を含

む）等の他，作文やクラス討論，ビデオ鑑賞などを企画し実施している（資料５－４－①－２）。

その他，特別活動の時間を使用して，１,２年生のうちから技術者として社会へ貢献する意識と展望

を与えるため，進路決定に関する話を５年生から聞く「進路ガイダンス」を昨年度より実施してい

る（資料５－４－①－３）。３年生に対しては特別活動として３泊４日のスキー合宿研修（資料５

－４－①－４）と，課外教育特別講演（資料５－４－①－５）を実施している。 

上記のほか，特別活動に実施時間数を含めていないが，学校行事の中で４年生に対しては見学旅行

を実施し，学科ごとの企画により，工場，研究機関，技術博覧会などの見学を通じて，実社会におけ

る技術を見聞する機会を設けている（資料５－４－①－６）。 
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資料５－４－①－１：特別活動の時間割配置（丸印部） 

 

 

 

                         （出典：平成 16年度時間割） 
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資料５－４－①－２：特別活動（１，２年生）の主な実施内容の例 

 

平成１６年度 機械工学科１年 特別活動の主な実施内容 

   ５月２１日(金)・・・作文「沼津高専に入学して１ヶ月を過ごして」 

            （作文は保存してあります。） 

   ６月２５日(金)・・・喫煙の害を解説したビデオを見る。 

   ７月 ２日(金)・・・世界遺産のビデオ鑑賞 

            （グラナダのアルハンブラ宮殿・セビリア大聖堂） 

   ９月 ３日(金)・・・作文「夏休みを振り返って」 

            （作文は保存してあります。） 

  １２月１３日(月)・・・５年生による進学・就職に対する心構えの話 

            （感想文があります。） 

   ２月１４日(月)・・・学校周辺清掃活動 

 

 

平成１６年度機械工学科２年 特別活動の主な実施内容 

４月１４日（水）・・・２学年の学年目標について 

６月 ９日（水）・・・保護者懇談会について，懇談日時の決定 

６月３０日（水）・・・連絡事項 

７月１４日（水）・・・夏休みの過ごし方・体験入学スタッフ募集 

９月 １日（水）・・・防災の考え方，授業料免除制度と奨学金について 

１０月 １日（金）・・・後期授業開始にあたって 

１０月２２日（金）・・・２学年特別研修（浜松） 

１１月１９日（金）・・・学生生活アンケート 

１１月２６日（金）・・・中間試験に向かって諸注意 

１２月１０日（金）・・・５年生による進路ガイダンス 

１２月１７日（金）・・・試験の成績表配布，最履修相談，成績相談 

１月１４日（金）・・・防災のはなし・注意情報と予知情報，進級に関する個別面談１月２１日

（金）・・・学内クリーンアップ作戦（校舎周辺の清掃活動） 

１月２８日（金）・・・交通講話（交通安全の話） 

２月 ４日（金）・・・留学生とそのチューターについて 

２月１８日（金）・・・教室一斉清掃・入試のための教室整備 

 

                 （出典：平成 16年度担任教員の情報提供） 
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資料５－４－①－３：５年生による進路ガイダンス 

 

             （出典：学内限定ウェブサイト厚生補導関係資料より） 

    https://itwg.numazu-ct.ac.jp/kouseihodou/guidance-5to12/index.html 
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資料５－４－①－４：スキー合宿研修実施要項 

 

         （出典：学内限定ウェブサイト厚生補導関係資料より） 

 https://itwg.numazu-ct.ac.jp/kouseihodou/gasshuku-ski/index.html 
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資料５－４－①－５：課外教育特別講演実施の案内 

 

 

 

                （出典：課外教育特別講演実施の案内通知） 
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資料５－４－①－６： 見学旅行実績 

機械工学科 

 

 電気電子工学科 

 

 電子制御工学科 

 

           （出典：４年生見学旅行の実施について（通知）） 
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前ページからの続き 

（資料５－４－①－６：見学旅行実績） 

 

 制御情報工学科 

 

 物質工学科 

 

 

           （出典：４年生見学旅行の実施について（通知）） 

（分析結果とその根拠理由）相応である。特別活動の時間を活用し，種々の活動を通して学生の人間

性を向上させる機会の確保を図っている。５年生が１，２年生へ進路決定の経験談を聞かせる等，

技術者として社会に貢献する意識と展望を低学年のうちから育てる機会を設けている。課外活動以

外に学校行事として，４年生の見学旅行の他，スポーツ大会，体育祭，高専祭など学生主体で企画

運営させる行事も多く実施している。 

観点５－４－②：教育の目的に照らして，生活指導面や課外活動等において，人間の素養の涵養が図

られるよう配慮されているか。 

（観点に係る状況）生活指導面では，学生主事，学生主事補（資料５－４－②－１）を含む厚生補導

委員会（資料５－４－②－２）が中心となった体制が組まれ，学生主事補の中で役割分担を定め

（資料５－４－②－３），クラス担任および他の教員と連携して，交通指導（資料５－４－②－
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４）や校外清掃（資料５－４－②－５）などに取り組み，また，外部講師を招いて課外教育特別講

演（３年次）（前出資料５－４－①－５）を実施するなど，人間性の素養の涵養に努めている。ま

た，ゴミの分別収集を学生に徹底指導することにより，環境保全と省資源に配慮できる素養を養う

よう配慮している（資料５－4－②－６）。全教職員が輪番でゴミ集積場に立つなどして徹底した分

別を指導している。 

校則違反等を犯した学生の指導においては，「懲戒処分及び指導の基準」（資料５－４－②－７）

を定めそれに則って反省を促し倫理観を向上させるよう厚生補導委員会とクラス担任が協力して指導

している。厚生補導委員会議事録はメールで全教員に配布し，生活指導に関する情報を全教員が共有

し，協力しやすいよう配慮している（資料５－４－②－８）。生活面や学力不振などで悩みを持つ学

生に対しては，カウンセラー及び保健室職員（看護師）を含む学生生活支援室（資料５－４－②－

９）を平成 16 年度より組織し，クラス担任教員と連携して学生の相談に乗る他，学生の現状に関す

る情報収集活動等を実施している（資料５－４－②－10）。 

 

 

資料５－４－②－１：平成 17年度学生主事補 

 

                    （出典：平成17年度校務分掌） 
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資料５－４－②－２：厚生補導委員会 

 

 

                 （出典：平成17年度 各種委員会委員名簿） 

 

 

資料５－４－②－３：学生主事補の役割分担 

 

           （出典：平成 17年度 第１回厚生補導委員会議事録）  
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資料５－４－②－４：平成 16年度 秋の一斉交通指導 

 

 

 

          （出典：平成 16年度 秋の一斉交通指導の通知メール） 
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資料５－４－②－５：平成 16年度校外清掃活動実績 

 

       （出典：学内限定ウェブサイト 学生生活関連情報（厚生補導，学生係） 

 https://itwg.numazu-ct.ac.jp/kouseihodou/clean/index.html 
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資料５－４－②－６：環境保全（ゴミ処理）に関する指導 

 

 

                   （出典：平成17年度学生便覧ｐ．84～87） 
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前ページからの続き 

（資料５－４－②－６：環境保全（ゴミ処理）に関する指導） 

 

                   （出典：平成17年度学生便覧ｐ．84～87） 
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資料５－４－②－７：懲戒処分及び指導の基準 

 

 

                   （出典：平成17年度学生便覧 ｐ．138） 
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資料５－４－②－８：厚生補導委員会議事録 

 

           （出典：平成 17年度 厚生補導委員会議事録 メール） 
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前ページからの続き 

（資料５－４－②－８：厚生補導委員会議事録） 

 

          （出典：平成17年度 厚生補導委員会議事録 メール） 
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資料５－４－②－９：学生生活支援室 

 

 

                （出典：平成 17年度 各種委員会委員名簿） 

 

資料５－４－②－10：学生生活支援室の活動 

 

 

 

 

 

                (出典：平成 16年度 学生生活支援室のまとめ) 

  課外活動については，学校行事の中で，学生会が主体となって実施する学校祭（高専祭）（資料

５－４－②－11）やスポーツ大会，体育祭（資料５－４－②－12）を実施している。学生会の活動

としては上記のほかに，毎年文集の発行も行っている（資料５－４－②－13）。学校行事の中では，
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外部有識者を招いた文化講演会を毎年開き，幅広い分野の方々の話を聞かせている（資料５－４－

②－14）。学校行事の一覧は資料５－４－②－15 に示す。 

  クラブ活動については，多くの運動部，文化部または同好会が存在し，各クラブに顧問教員を配

置し，その指導の下，学生が自主性を発揮しつつ活動できるよう配慮している（資料５－４－②－

16）。活動時間は屋外種目については主に放課後日没前までであるが，グランドには夜間照明を設

備し冬季には日没後も活動ができるよう配慮している。屋内種目に関しては曜日と時間を定めて夜

間にも体育館の使用を許可している。土曜日，日曜日にも対抗戦や練習試合が盛んに行われている。 

  多くの運動部が高専大会に出場している（資料５－４－②－17）。また，ロボットコンテスト

（資料５－４－②－18）やプログラミングコンテスト（資料５－４－②－19）への参加を促してい

る。平成 16年度にはロボコン同好会の部室を新設した（資料５－４－②－20）。 

 

資料５－４－②－11：高専祭プログラム 

 

 

               （出典：平成16年度高専祭プログラム） 
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資料５－４－②－12：体育祭（学内スポーツ大会） 

 

 

(出典：平成16年度秋及び 17年度春の体育祭，学内スポーツ大会の案内メール) 

資料５－４－②－13：学生会文集の表紙と目次の１例 

           

（出典：平成 16年度 学生会発行文集「礎」 第３６号） 
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資料 ５－４－②－14：文化講演会開催実績例 

 

 

                （出典：平成 17年度第１回総務委員会資料） 
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資料５－４－②－15：平成 16年度実施学校行事一覧 

 

               （出典：平成16年度 進級判定会議資料） 
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資料５－４－②－16：学生会・クラブ・同好会顧問 

 

        （出典：平成 17年度学生会・クラブ・同好会顧問教員一覧表） 
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資料５－４－②－17：平成 16年度高専大会における成績 

 

                      （出典：沼津高専だより 86号） 
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前ページからの続き 

（資料５－４－②－17：平成 16年度高専大会における成績） 

 

                      （出典：沼津高専だより 86号） 

 

資料５－４－②－18：ロボットコンテスト出場記 

 

                     （出典：沼津高専だより 86号） 
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資料５－４－②－19：プログラミングコンテスト参加報告 

 

           （出典：プログラミングコンテスト参加報告メール） 
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資料５－４－②－20：ロボコン同好会部室の新設 

 

 

             （出典：平成 16年度第７回総務委員会資料） 

 

本校の教育目標に，「低学年全寮制を主軸とするカレッジライフを通じて全人格教育を行う」こと

を挙げているように，寮における生活指導や課外活動を通じても人間の素養の涵養が図れるよう充分

な配慮がなされている。寮務主事，寮監，寮務主事補の組織が中心となって寮生指導の教員組織を組

み，各棟に顧問教員を決め寮生が相談しやすい環境を整えている（資料５－４－②－21）。学生によ

る組織として寮生会をおき，多くの上級生を指導的立場の役職に就かせることで，奉仕の精神とリー

ダーシップを養わせるよう配慮している（資料５－４－②－22）。寮生会と寮生指導教員の組織と定

期的な話し合いの場（資料５－４－②－23）を持ちながら，寮生活の規律の保持や行事の企画・運営，

上級生役員による下級生の指導など，できるだけ寮生達が自主的に行動するよう配慮しながら指導し

ている。そのような体制の下で多くの行事が運営され（資料５－４－②－24），自主性，協調性，協

力心，責任感等，多くの人間の素養の涵養が図られている。寮生心得と寮生活の目標を定め（資料５

－４－②－25），規律ある生活を送ることにより，健康的で好ましい生活習慣が身についている（資

料５－４－②－26）。夜は男性教員が２名ずつ輪番で宿直し，寮生の安全確保に備えるとともに，寮

生の質問や相談に応じ，寮内を巡回し勉強するよう仕向けるなどの指導をしている（資料５－４－②

－27）。また年間数回の教養講座を開き，種々分野の講師による講演を寮生に聞かせる機会を設けて

いる（資料５－４－②－28）。 

 



沼津工業高等専門学校 基準５ 

-173- 

資料５－４－②－21：寮務担当教員組織 

 

                （出典：平成 17年度 寮務担当教員名簿） 
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資料５－４－②－22：寮生会組織図 

 

                   （出典：平成17年度 寮生活の手引き） 
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資料５－４－②－23：寮指導教員と寮生会の話合い（木曜会）の記録例 

 

 

              （出典：平成 17年度 第２回木曜会報告） 
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資料５－４－②－24：寮の年間行事 

 

       （出典：寮年間スケジュールと寮の行事案内（平成 17年度）） 
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資料５－４－②－25：寮生心得と寮生活の目標 

 

                 （出典：平成17年度 寮生活の手引き） 
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資料５－４－②－26：寮生活の日課 

 

                   （出典：平成17年度 寮生活の手引き） 
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資料５－４－②－27：宿直割表 

 

 

 

                  （出典：平成 17年５月 教員宿直割表） 
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資料５－４－②－28：平成 16年度の寮教養講座実績 

 

 

 

             （出典：平成 16年度寮教養講座実施記録より） 

（分析結果とその根拠理由）優れている。生活指導面においては，各種活動や講演を通じ，また，課

外活動においては学生会主催の行事やクラブ活動を通じて，それぞれ学生の人間性を向上させる機

会の確保を図っている。ゴミの分別収集を学生に徹底指導することにより，環境保全と省資源に配

慮できる素養を養う取組みを行っている。悩みを抱える学生の支援体制として，学生生活支援室を

平成 16 年度より立ち上げ，学生に対する相談のみならず，学生達の現状に関する情報収集・分析も

進めている。低学年全寮制の体制の下で，寮生会活動及び日常の寮生活を通じて人間の素養の涵養

が多くの面で図れるよう配慮している。 

＜専攻科課程＞ 

観点５－５－①：準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっているか。 

（観点に係る状況）本校の専攻科課程の教育課程は，準学士課程４・５年次と一本化した教育プログ

ラム「総合システム工学プログラム」であり，共通の教育目的の下に，それを達成するための学習

・教育目標を定めている（資料５－５－①－１）。また，学習・教育目標の達成内容をより具体化

した，実践指針（資料５－５－①－２）を示している。準学士課程の主要科目と専攻科課程の科目

の連続性についても，十分に考慮されている（資料５－５－①－３）。 

資料５－５－①－１：沼津高専における総合システム工学プログラム規則 

 

１．沼津高専における総合システム工学プログラム規則 

（構成） 

１沼津工業高等専門学校の第４学年及び第５学年並びに専攻科は，単一の技術者教育プログラムである「総合システム

工学プログラム」（以下「ブログラム」という。）を構成する。 

（学習・教育目標） 

２プログラムは，学生が次に掲げる能力及び姿勢を身に付けることを学習・教育目標とする。 

Ａ．社会的責任の自覚と地球・地域環境についての深い洞察力と多面的考察力（工学倫理の自覚と多面的考察力） 
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Ｂ．数学，自然科学及び情報技術を応用し，活用する能力を備え，社会の要求に応える姿勢（社会要請に応えられる工

学基礎学力） 

Ｃ．工学的な解析，分析力及びこれらを創造的に統合する能力（工学専門知識の創造的活用能力） 

Ｄ．コミュニケーション能力を備え，国際社会に発信し，活躍できる能力（国際的な受信・発信能力） 

Ｅ．産業の現場における実務に通じ，与えられた制約の下で実務を遂行する能力並びに自主的及び継続的に自己能力の

研鑽を計画的に進めることができる能力と姿勢（産業現場における実務への対応能刀と自覚的に自己研鑽を継続でき

る能力） 

（総合システム工学要件） 

３プログラムは，技術者に求められる基礎能力並びに基礎工学及び専門工学の知識・能カの育成のため，各学科及び専

攻科においてそれぞれ定める総合システム工学要件をカリキュラムの基本とするものとする。この場合において，各

学科にあっては主要教科目，専攻科にあっては専攻科総合システム工学要件がそれぞれ対応するものとする。 

（組織と運営） 

４プログラムは，別に定めるプログラム担当教員によって構成されるプログラム担当教員会議において，審議され，合

意された事項にしたがって運営される。 

（細目） 

５この取扱いのほか，プログラムに関し必要な細目は，別に定める。 

（出典：平成 17年度学生便覧p.56） 

 

資料５－５－①－２：学習・教育目標の実践指針 

 

 

学習・教育目標の実践指針 

 本専攻科の学習・教育目標は沼津高専学則 第 46 条の４に定める"A～E"である。これらの目標を理解し実践するため

に，各項目に分項目“１～４”等を付して実践指針とする。  

A.社会的責任の自覚と，地球・地域環境についての深い洞察力と多面的考察力を身につける。(工学倫理の自覚と多面的

考察力)  

１．技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し,技術者と社会の関連を例を挙げて説明できる。  

２．最近の工学倫理上の事例を挙げ,問題点と課題を理解し，技術者として適切に対応する方法について提案することが

できる。  

３．二つ以上の異なる文化，価値観に基づく，工学技術に関する事項の捉え方の差異を理解し，説明できる。  

４．これからの人間活動は自然と調和する必要があることを理解し，工学技術上の諸課題について自然との調和を実践

することができる。  

B.数学，自然科学，情報技術を応用し，活用する能力を備え，社会の要求に応える姿勢を身につける。(社会要請に応え

られる工学基礎学力)  

１．代表的な物理・化学現象を，数学または情報処理の知識を用いて解析し，その応用例を示すことができる。  

２．ワープロ，表計算ソフト，データベースソフト，プレゼンソフトを活用して，学習・研究上の資料を処理し，管理

することができる。  

３．実験/計算/フィールドワークを通して自然現象を観測し，そこから現象の法則性を抽出することができる。  

４．自然現象をモデル化し，工学技術的な応用を前提として，シミュレーションすることができる。  
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C.工学的な解析・分析力，及びそれらを創造的に統合する能力を身につける。(工学専門知識の創造的活用能力)  

１．工学技術の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決することができる。  

２．自己の取り組む研究課題に関する問題点を挙げ，いくつかの工学の基礎的な知識・技術を駆使して実験/計算/フィ

ールドワークを計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察し，その重要性を説明・説得することができる。  

３．自己の取り組む研究課題に関して，工学技術上の機能的評価のみならず，安全性，経済性，環境負荷を考慮した社

会的評価ができる。  

４．社会のニーズを工学技術に反映させる過程で，必要とされるデザイン能力について理解し，説明できる。 ここで，

デザイン能力とは，単なる設計図面制作の能力ではなく，構想力，種々の学問・技術を統合して必ずしも正解のない問

題に取組，実現可能な解を見つけ出していく能力をいう。  

D.コミュニケーション能力を備え，国際社会に発信し，活躍できる能力を身につける。(国際的な受信・発信能力)  

１．日本語で，自己の学習・研究活動の経過を報告し，質問に答えることができる。  

２．自己の研究成果の概要を英語で記述することができる。  

E.産業の現場における実務に通じ，与えられた制約の下で実務を遂行する能力，および自主的，継続的に自己能力の研

鑚を計画的に進めることができる能力と姿勢を身につける。(産業現場における実務への対応能力と，自覚的に自己研

鑽を継続できる能力)  

１．指定された期限内に，課題を提出できる。  

２．工学技術に関する課題について，チームで取組，その中でメンバーシップあるいはリーダーシップを発揮できる。  

３．自分の研究に関連した学会が発行する雑誌を，定期的・継続的に読むことができる。  

４．自主的なゼミ・研究会を組織して，学習・研究活動を行うことができる。 

（出典：本校専攻科ウェブサイト） 

http://www.numazu-ct.ac.jp/NctJpg/senkouka/object.html 
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資料５－５－①－３：準学士課程の主要科目と専攻科課程の科目との連携表の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 16年度「総合システム工学」自己点検書 表６） 
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（分析結果とその根拠理由）優れている。「総合システム工学プログラム」は，準学士課程１～３年

次における工学技術の導入教育の成果を引継ぎつつ，準学士課程４・５年次における体験重視型教

育，及び専攻科における研究指導を通じて得られる領域工学(機械工学，電気電子工学，情報工学，

応用化学・生物工学)に関する深い専門性を基に，社会の要請に応え，文化の進展に寄与することの

出来る創造的な知性と視野の広い豊かな人間性を備えた技術者を育成する教育プログラムであり，

JABEE 基準にも対応する高い連携性を保っている。 

観点５－５－②：教育の目的に照らして，授業科目が適切に配置（例えば，必修科目，選択科目等の

配当等が考えられる。）され，内容的な体系性が確保されているか。また，授業の

内容が，全体として教育課程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために

適切なものになっているか。 

（観点に係る状況）教育課程は，学則別表第３の「専攻科総合システム工学体系」（資料５－５－②

－１）を基準に作成されている（資料５－５－②－２）。また，基準の内容は，「専攻科総合シス

テム工学要件」（資料５－５－②－３），「専攻科授業科目履修規程」（資料５－５－②－４）に

まとめている。専攻科の教育目的（資料５－５－②－５）を達成するための学習・教育目標に対す

るそれぞれの科目の関与の程度についても，調整している（資料５－５－②－６）。授業内容につ

いては，教育の目的を達成するための学習・教育目標をシラバスに明記し（資料５－５－②－７），

当該シラバスの授業計画に沿って各教員が計画的に実施したことを，授業完了報告書に対する学生

の承認をもって確認するとともに（資料５－５－②－８），シラバス，授業完了報告書ともに，専

攻科企画・運営委員によっても，その内容が定期的に点検されている（資料５－５－②－９）。  
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資料５－５－②－１:専攻科における総合システム工学体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 17年度学生便覧p.39） 
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資料５－５－②－２：専攻科の教育課程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 17年度学生便覧p.40） 

 

資料５－５－②－３：専攻科総合システム工学要件 

 

１．総合システム工学要件 

沼津工業高等専門学校学則第 46 条の３第２項に基づき総合システム要件を定め，専攻科生が習得すべき知識・能力を

以下に示す。 
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なお，「総合システム工学」とは，基礎工学ならびに機械，電気電子，情報，応用化学，生物工学のいずれかの領域

工学に関する専門的知識・能力を統合した工学をいう。  

１ 基礎能力 

基礎能力とは学則別表第３総合システム工学体系(以下「別表第 3」という。)における工学共通基(一部の専門工学系

も含む)において，数学系，物理学系，化学系，環境科学系科目，及び情報技術基礎の内，最低６科目を取得して得られ

る，専攻科教育目標の(２)に対応する知識とそれらを用いた問題解決能力を意味する。  

(１) 数学，応用数学の基礎知識およびそれらを用いた問題解決能力:  

① 解析学の基礎，微分方程式，数値解析，及びそれらの応用は，別表第３の基礎工学分類 IV の応用数学 I で授業す

る。  

② 確率と統計及びその応用は，別表第３の基礎工学分類 IVの応用数学 IIで授業する。  

③ 線形数学，及びその応用，は別表第３の基礎工学分類 IVの応用数学 III で授業する。  

(２) 一般物理学，一般化学，分子生物学，遺伝子工学，環境科学の基礎知識とそれらを用いた問題解決能力:  

① 一般物理学については，別表第３の基礎工学分類 IV の現代物理学，量子力学，及び熱統計物理学のいずれにおいて

も授業する。  

② 一般化学については，別表第３の基礎工学分類 III の結晶化学で授業する。  

③ 分子生物学については,別表第３の基礎工学分類III の生物化学工学で授業する｡     

④ 遺伝子工学については，別表第３の基礎工学分類 III の生物生産工学で授業する｡  

⑤ 環境科学については，別表第３の基礎工学分類 Vの地球環境学で授業する｡  

(３) 情報技術の基礎知識およびそれらを用いたコミュニケーション能力: 

情報技術基礎に関する授業は，別表第３の基礎工学分類IIにおける教科目で，授業する。  

２ 基礎工学並びに専門工学の知識・能力    

(１) 基礎工学の知識・能力とは，以下の５系からなる基礎工学の中から，少なくとも科目，合計最低６科目を取得して

得られる，専攻科教育目標の(１)，(２)，(３)に対応する知識・能力を意味する。   

① 設計・システム系科目群(別表第３における基礎工学分類I)  

② 情報・論理系科目群(別表第３における基礎工学分類II)  

③ 材料・バイオ系科目群(別表第３における基礎工学分類 III)  

④ 力学・数理･解析系科目群(別表第３における基礎工学分類 IV)  

⑤ 社会・技術連関系科目群(別表第３における基礎工学分類V)       

(２) 専門工学の知識・能力とは，専攻科研究，実験，演習，実習，並びに別表第３において専門工学系に分類され，専

攻科教育目標の(１)，(２)，(３)，(４)，(５)に対応する教科目を取得して得られる知識であり，以下に示す能力であ

る。      

① いくつかの工学の基礎的な知識・技術を駆使して実験を計画･遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察し，か

つ説明・説得する能力  

② 工学の基礎的な知識・技術を統合し，想像力を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力     

③ 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力 

（出典：平成 17年度学生便覧p.41） 

 

資料５－５－②－４：専攻科授業科目履修規程 

３．沼津工業高等専門学校専攻科授業科目履修規定 
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(趣旨) 

第１条 この規程は，沼津工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規則(平成 15 年４月９日制定)第４条の

規定に基づき，専攻科における授業科目の履修方法等に関し，必要な事項を定めるものとする。  

(授業科目の区分等) 

第２条 授業科目は，学年の別なく配当するものとする。  

第３条 必修科目は，専攻科研究，専攻科実験，専攻科演習，専攻科実習及び工学倫理とする。  

第４条 制限選択科目は，次の区分により行うものとする。  

(１) 専門工学区分：｢新しい学士への途｣に従って，学位分野区分による選択を行うこと。 

(２) 基礎能力区分：応用数学，自然科学，情報技術等の科目(総合システム工学カリキュラム体系(以下｢体系｣とい

う。)の第１行の第 II列～第 IV列)中６科目以上を履修すること。 

(３) 基礎工学区分：設計・システム系，情報・論理系，材料・バイオ系，力学・数理・解析系，及び社会・技術連関

係の５科目群系の５科目群系中６科目以上を履修すること。ただし，各群系から，少なくとも１科目以上を履修するこ

と。  

(４) 社会科学等区分(人文科学，社会科学，語学)：人文科学，社会科学区分の教科目から，工学倫理を含めて６単位以

上，語学区分から４単位以上を履修すること。この場合において，人文科学，社会科学区分教科目には工学倫理，地球

環境学，エネルギーと社会，地理情報学および歴史文化論とし，語学区分には技術英語 I,II，英作文 I,II，英会話

I,II，総合ドイツ語 I,II (各１単位) とする。  

第５条 必修科目，及び制限選択科目以外の授業科目を選択科目とする。  

第６条 専攻科に開設する授業科目の履修に当たって，履修希望者は，必修科目，制限選択科目及び選択科目の区別に

ついて，研究指導教員の指導を得て，別記様式の専攻科(前・後)期受講科目履修届を各学期当初の所定の期日までに専

攻科長に提出しなければならない。  

(単位認定の時期) 

第７条 授業の合格者については，成績表が専攻科担当教員会議に提出された学期で単位認定を行うものとする。ただ

し，特別な理由がある場合に，当該学期以後に単位認定を行うことができる。  

(細目) 

第８条 この規程に定めるもののほか，この規程の実施に関し必要な細目は，別に定める。 

（出典：平成 17年度学生便覧p.47） 

 

資料５－５－②－５：専攻科課程の教育目的 

学則 第９章 専攻科 

第 45条 専攻科は，高等専門学校等の教育における成果と伝統を踏まえ，研究指導を通じ 

た工学に関する深い専門性を基に，創造的な知性と視野の広い豊かな人間性を備えた技術 

者を育成するとともに，産業社会との学術的な協力を基礎に教育研究を行い，もって地域 

社会の産業と文化の進展に寄与することを目的とする。 

（出典：平成 17年度学生便覧p.10） 
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資料５－５－②－６：科目の学習・教育目標に対する関与の程度 
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（出典：平成 16年度「総合システム工学」自己点検書 表４） 
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資料５－５－②－７：専攻科シラバスの一例 
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（出典：本校専攻科ウェブサイト） 

http://syllabus.numazu-ct.ac.jp:8080/adedum/SubjectBrowse/syllabus_list 
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資料５－５－②－８：専攻科授業完了報告書の一例 
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（出典：本校専攻科ウェブサイト） 

http://senkoka.numazu-ct.ac.jp/adedum/SubjectBrowse/adedum/SubjectBrowse/ 

subject_report/subject_report_list 
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資料５－５－②－９：専攻科シラバス・授業完了報告書の点検 

 

 

６ 基準６：教育改善 

６．１ 教育点検システム 

(1)教育点検システムとその開示・実施 

 （中略） 

(iii) 活動の実施 

主要な教育点検項目は 

１.      シラバス 

２.      授業完了報告書 

３.      研究指導計画書 

４.      研究指導報告書 

であり，授業については 

５．学生による授業評価 

が加わる。 

点検は企画･運営委員会が行い，専攻科担当教員会議に報告し，次年度よりの教育活動改善 

の資料とする。 

１～４の項目に関する点検方法は以下のようになる。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

１．シラバス：シラバスは学生にわかりやすく提示されたか。 

授業形態          記入の有無 (１/０)             

実施場所         記入の有無 (１/０)             

授業の概要        記入の有無+わかる (４/０)             

準備学習         記入の有無 (１/０)             

授業目標         記入の有無 (１/０)             

授業計画(メインテーマ)   記入の有無  (１/０)             

授業計画(サブテーマ)    記入の有無  (１/０)             

課題           記入の有無 (１/０)             

評価方法と基準     記入の有無  (４/０) (X%,Y%とあれば４)          

教科書等        記入の有無  (１/０)             

関連科目        記入の有無  (１/０)             

合計 17ポイントを持って満点とする。 

点検結果は，すべて専攻科担当教員会議 IV(年度末会議)にて開示される。 

 

以下に‘03年度専攻科シラバスの評価結果を示す。 

標語 Aは 14～17 ポイント，標語 Bは 12～13ポイント，標語Cは 11ポイント，標語 Dは 10ポイント以下である。 
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 （中略） 

２．授業完了報告書：授業はシラバス通り実施されたか。 

実施場所変更等          記入の有無 (１/０)      

受講者数               記入の有無 (１/０)      

授業実施時間            記入の有無 (１/０)      

学生別学習保証時間      記入の有無 (１/０)      

学生による授業評価      記入の有無 (１/０)      

評価                    記入の有無 (１/０)      

授業実施状況           記入の有無(各項目８割以上の記入を持って｢有｣とする)(４/０)      

学生からの要望     記入の有無 (１/０)      

合計 11ポイントを持って満点とする。 

点検結果はすべて，専攻科担当教員会議 IV(年度末会議)にて開示される。 

以下に‘03年度授業完了報告書の評価結果を示す。 

標語 Aは９～11ポイント，標語 Bは８ポイント，標語 Cは７ポイント，標語 Dは６ポイン 

ト以下である。なお，「閉講」は今年度，開講されなかった教科目であり，「欠」は授業 

完了報告書が提出されなかった科目である。 
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（後略） 

（出典：平成 16年度「総合システム工学」自己点検書 p.93） 

 

（分析結果とその根拠理由）優れている。教育課程は，専攻科総合システム工学要件により体系化さ

れ，語学，人文・社会科学，基礎能力，各専門工学の各分野がバランスよく配置されている。また，

科目選択は学生の取得希望学位に応じて柔軟に対応できるよう配慮されている。各授業の内容と教

育目標との関係がシラバスで確認でき，その実施も履修学生によって確認されるシステムを構築し

ている。 

観点５－５－③：学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程の編

成（例えば，他専攻の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，インターンシップに

よる単位認定，補充教育の実施等が考えられる。）に配慮しているか。 

（観点に係る状況）専攻科課程は，３専攻を統合した「総合システム工学プログラム」を構成してお

り，他専攻の専門分野であっても学生のニーズに応じて柔軟な履修が可能となっている。また，国

内外の他の高等教育機関で取得した単位について 30 単位を限度に本校の単位として認める制度を設

けている。さらに，全学生必修科目である「専攻科実習」において，外部企業等におけるインター

ンシップに取組み，「専攻科研究」に生かしている（資料５－５－③－１）。教育課程に関する学

生の要望は，専攻科学生支援室（資料５－５－③－２）あるいは「学生による授業評価」（資料５

－５－③－３）を通して収集され，それらの内容はウェブサイトに開示されて教育改善に活かされ

る（資料５－５－③－４）。 

資料５－５－③－１：沼津工業高等専門学校専攻科実習規則 

沼津工業高等専門学校専攻科実習規則  

(趣旨) 

第１条 この規則は，沼津工業高等専門学校専攻科の授業科目の履修等に関する規則（平成 15 年４月９日制定）第５条

第４項及び第 12条第５項の規定に基づき，専攻科実習の履修方法及び成績の評価に関し，必要な事項を定める。  
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（専攻科実習の目的） 

第２条 専攻科実習は，企業等における実習を通じて得た結果を，専攻科研究の遂行に生かすことを目的とする。  

（計画及び実施） 

第３条 専攻科実習は，研究指導教員において計画し，校長の許可を得て履修するものとする。  

（受入先への依頼） 

第４条 専攻科実習を履修する学生（以下「専攻科実習生」という。）の受入先への依頼は，校長が行う。  

（履修の時期及び期間） 

第５条 専攻科実習は，原則として夏季休業期間中の２週間にわたり履修するものとする。  

（経費） 

第６条 専攻科実習に要する経費は，専攻科実習生の負担とする。  

（研究指導教員の業務） 

第７条 研究指導教員は，専攻科実習を円滑に実施するため，その実施責任者となり，次の業務を行う。  

(１)専攻科実習生の受入先の選定及び配属先の決定  

(２)専攻科実習生の受入先における実習指導者の指定  

(３)専攻科実習テーマ，内容等に関する指導・助言  

(４)専攻科実習における安全管理（傷害保険への加入を含む。），就業心得等の事前指導  

(５)専攻科実習中に発生した事故又は異常事態の処置及び校長への報告  

(６)専攻科実習の目標の設定  

(７)専攻科実習の評価基準の設定  

(８)その他専攻科実習に関し，必要な事項  

（受入先選定上の留意点） 

第８条 研究指導教員は，専攻科実習生の受入先を選定するに当たっては，次の各号の一に該当する場合は，選定しない

ものとする。  

(１)工学倫理上問題があるとみなされる企業  

(２)著しく危険を伴うもの  

(３)宿舎，交通費等専攻科実習生の負担が著しいもの  

(４)就職活動の一部とみなされるもの  

(事前の届出) 

第９条 研究指導教員は，専攻科実習の履修開始前に，別記様式第１号の専攻科実習開始届を，専攻科長を経て校長に提

出し，許可を得なければならない。  

（実地指導） 

第 10条 研究指導教員は，専攻科実習生に対し，必要に応じ，受入先等において実地指導を行うものとする。  

（報告） 

第 11 条 研究指導教員は，専攻科実習終了後，直ちに，別記様式第２号の専攻科実習報告書に，別記様式第３号の専攻

科実習証明書及び別記様式第４号の専攻科実習日誌を添えて，専攻科長を経て校長に提出しなければならない。   

（成績の評価及び単位の認定） 

第 12 条 所定の専攻科実習を終了した専攻科実習生の成績評価は，第７条７号に定める評価基準に基づき，研究指導教

員が総合的に判断し評価する。  

（事務） 

第 13条 専攻科実習に関する事務は，学生課において処理する。  
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（細目） 

第 14条 この規則に定めるもののほか，この規則の実施に関し必要な細目は，別に定める。 

  （出典：平成 17年度学生便覧 p.49） 

 

資料５－５－③－２：専攻科学生支援室規程 

５．専攻科学生支援室規程 

(設置) 

第１条 沼津工業高等専門学校に，専攻科学生支援室(以下｢学生支援室｣という。)を置く。  

(目的) 

第２条 学生支援室は，学生との人間的なふれあいを通じて，より学生の視点に立った教育環境の整備充実を図ることを

目的とする。  

(業務) 

第３条 学生支援室は，次に掲げる業務を行う。 

(１) 学生の学習環境の整備に関すること。  

(２) 大学間交流の基盤の整備及び交流活動の支援に関すること。  

(３) 学生の自主的な地域社会への貢献活動の支援に関すること。  

(４) 学生が主体的に進路を選択して行うキャリア形成の支援に関すること。  

(５) その他学生が変化する社会に柔軟に対応できる能力を身につけるために必要な事項  

(組織) 

第４条 学生支援室に，次に掲げる職員を置く。 

(１) 室長 

(２) 室員 ３人 

２ 室長及び室員は，専攻科担当教員の中から，専攻科長が専攻科担当教員会議の意見を聴いて委嘱する。  

３ 室長は，学生支援室に関する業務を掌理する。  

４ 室員は，上司の命を受け，学生支援室の業務に従事する。  

５ 室長及び室員の任期は，１年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期

間とする。  

(報告) 

第５条 室長は，学生支援室の活動状況について必要に応じて専攻科担当教員会議に報告するものとする。  

(学生の参加) 

第６条 学生支援室の運営に当たっては，学生の自主的な参加を得るものとする。  

(事務) 

第７条 学生支援室に関する事務は，学生課において処理する。  

(細則) 

第８条 この規程に定めるもののほか，学生支援室の運営に関し必要な細目は，別に定める。  

（出展：平成 17年度学生便覧p.51） 

 

資料５－５－③－３：専攻科 学生による授業評価 
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６ 基準６：教育改善 

６．１ 教育点検システム 

(１)教育点検システムとその開示・実施 

 （中略） 

(iii) 活動の実施 

 （中略） 

５．学生による授業評価 

学生の授業評価については，以下に示す 22項目について，学生の無記名アンケート形式で，行い，結果を学内ウェブサ

イトで開示している。質問項目については，専攻科学生に馴染まないものもあるが，本調査は高専１～５年生について

も同項目で実施しているので，高専４，５年生における授業評価と比較できるという利点がある。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

授業評価項目 

＜授業内容に関する設問＞  

１.あなたは授業内容に興味が持てましたか？  

２.あなたは授業内容が理解できましたか？  

３.授業内容の将来における必要性について説明を受け，それを納得できましたか？  

４.この授業は，あなたにとって意味のあるものでしたか。  

５.授業内容がシラバスと一致していましたか？  

＜授業方法に関する設問＞  

６.授業の進行方法は，整理されて理解し易かったですか？  

７.教官の話し方は聞き取り易かったですか？  

８.黒板等の文字は，大きく丁寧で読み易かったですか？  

９.黒板等に書かれた内容は，よく整理されていましたか？  

10.あなたの質問に対して教官から的確な回答が得られましたか？  

11.演習や課題・レポートの内容と量は適切でしたか？  

12.教科書・プリント，OHP，AV 教材は，適切な内容でわかり易かったですか？  

13.休講・自習の時間は少なかったですか。（少ない場合を良いとして下さい）  

14.授業の開始・終了時間が守られていますか。（守られている場合を良いとして下さい）  

＜成績評価に関する設問＞  

15.演習や課題・レポートはきちんと採点・評価を受けられましたか？  

16.成績の評価基準が明確で，納得できるものでしたか？  

17.試験の内容や量は適切でしたか？  

18.試験の採点基準が明確で，納得できるものでしたか？  

＜学生自身に関する設問＞  

19.この授業に集中できましたか？  

20.わからない事柄に関して，質問等積極的に解決を目指す行動がとれましたか？  

21.課題・レポートを，毎回期日内にきちんと提出できましたか？  

＜総合的満足度に関する設問＞  

22 全体としてこの授業に満足できましたか？ 
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-------------------------------------------------------------------------------- 

上記，「授業アンケート」は授業終了後に学生が無記名で記入し，記入用紙は封印され学生課教務係に提出される。教

務係の職員は，「授業アンケート」を集計し，企画・運営委員会に報告する。評価結果は以下のような形式で，専攻科

公式ウェブサイトに開示される。 

 

 

 

 

 

 

 

この評価表を 

 

で数値化する。ここで，ＮＡ，ＮＢ，ＮＣ，ＮＤはそれぞれ，授業評価で学生が「非常に良い」，「良い」，「良くな

い」，「悪い」とした回答数である。 

‘03年度の学生による授業評価結果を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （後略） 

（出典：平成 16年度「総合システム工学」自己点検書 p.93） 
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資料５－５－③－４：専攻科学生支援室と学生による授業評価のウェブサイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：本校専攻科ウェブサイト） 

http://senkoka.numazu-ct.ac.jp:8080/~room/studentHP.html 

http://jimubu.numazu-ct.ac.jp/sennkouka/jyugyohyouka/index.html 

（分析結果とその根拠理由）優れている。専攻科課程においては，既存の上記措置に加え，学生から

の要望聴取，企業・自治体・近隣大学等との意見交換を定期的に行い，学内外の教育ニーズの把握

に努めており（資料５－５－③－５），企画・運営委員会（資料５－５－③－６）や専攻科担当教
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員間連絡ネットワーク組織（資料５－５－③－７）において学習・教育目標実施方針を不断に見直

している。 

 

資料５－５－③－５：専攻科における学生，社会等のニーズに対する対応 

 

 

（ⅱ）社会の要求や学生の要望の考慮方法 

（１）静岡県東部５大学協議会とぬまづ産業振興プラザを通じた地域産業との連絡 

本専攻科は近隣の４大学(県立大学，日本大学国際関係学部，富士常葉大学，東海大学産業工学部)と協力して地域産

業，文化の発展に寄与する目的で静岡県東部５大学協議会に参加している。この協議会は沼津市産業戦略課の実行団

体である「ぬまづ産業プラザ」を通じて，地域産業からの要求と大学等の研究・教育の場の交流を図っている。 

本専攻科は，「５大学協議会」の一員として，ぬまづ産業振興プラザを通じて地域産業の要求を聴き，それに対応する

活動を続けている。以下にその概略を図示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）専攻科の教育に対する社会の要求については，毎年 12 月に，修了生が実際に採用され，活躍している業種および

職種の追跡調査を行ってその把握に努め，教育プログラムに反映させている。 

（３）企業での実務を学ぶインターンシップ制として専攻科実習を必修科目としているが，当科目では，研究指導教員

が受け入れ企業の担当者と実習内容の綿密な打ち合わせを行う。このような機会も，社会の要求に対する情報を収集

するために活用している。 

（４）’03 年度の専攻科研究発表会は，広く社会に公開している。企業・自治体等からの参加者の本教育プログラムへ

の要請ならびに研究協力希望の情報を，収集できるものと期待している。 

（５）学生の教育プログラムに対する要望については，「専攻科学生支援室規程」により設置された「専攻科学生支援

室」を通して収集される。また，各開講科目の実施内容に関しては，本校教務委員会が年２回実施する学生対象の授

業アンケートの結果を教員に公開して，その改善に生かしている。以下にその概略を図示する。 
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（６）これらの収集された情報は，必要に応じて「専攻科担当教員間連絡ネットワーク組織」あるいは「専攻科担当教

員会議」で検討され，教育プログラムの改善に生かされる。 

（出典：平成 16年度「総合システム工学」自己点検書 p.16） 

 

資料５－５－③－６：専攻科における教育支援体制 

 

 

(ⅱ)教育支援体制 

   専攻科担当教員会議を含むプログラム会議は，プログラム全体を見渡し，個々の教育課題を支援し，点検し，改善

案を策定し，プログラム会議に提案する役割を担う組織として，プログラム委員会(専攻科企画・運営委員会を含む)

を置き，委員を選出する。 

  プログラム委員会は教育支援の課題別に第１委員会から第７委員会までのワーキング・グループを組織する。 

  第１委員会は，JABEE 基準１に関連する教育課題について，教育支援を行うと共に，専攻科研究発表会を準備し，

専攻科研究の評価方法を研究する。 

  第２委員会は，JABEE 基準２に関連する課題について，教育支援を行う。 

第３委員会は，FD を実施し，各教科間の調整・連絡を行う。本プログラムにおけるネットワークワークの要となる。本

プログラムに関する社会の要請や学生の要望を集積し，分析し，それらに応えることができるように計画する。さら

に，専攻科実習の実施に関して，各指導教員を支援する。 

  第４委員会は，学生支援室を運営し，学生の自主的な学習活動を支援すると共に，本プログラムに関る施設，設備

について点検し，改善案策定を行う。専攻科を構成する各領域工学に関る総合実験を計画し，実施する。 

  第５委員会は，各科目の学習・教育目標達成度の評価基準と評価方法について研究し，各教科担当教員を支援す

る。本プログラム履修前の教育水準についての同等性を調査・研究する。 

第６委員会は，教育点検の結果に基づき，本プログラムの学習・教育目標，達成度の評価基準と方法等に関しての改善

案を策定し，専攻科担当教員会議に提案する活動を行う。 

第７委員会は，専攻科入試業務を担当する委員会で，専攻科企画･運営委員全員が兼任する。 

上記教育組織の概略を以下に図示する。 
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（出典：平成 16年度「総合システム工学」自己点検書 p.57） 

 

資料５－５－③－７：専攻科担当教員間連絡ネットワーク組織規定 

 

 

(設置) 

第１条 沼津工業高等専門学校に，専攻科担当教員間連絡ネットワーク組織(以下｢ネットワ 

ーク組織｣という。)を置く。  

(目的) 

第２条 ネットワーク組織は，専攻科の科目間の連携を密にし，教育効果を上げ，もって教 

育方法の改善及び向上に資することを目的とする。  

(研究課題) 

第３条 ネットワーク組織の研究課題は，次のとおりとする。  

１. 専攻科の教育内容に反映する適切な地域産業への貢献の方法に関する研究  

２. 専攻科の目的及び教育目標を実現するために必要な授業上の要件に関する研究  

３. 専攻科学生が，授業を通じて身につけた素養と能力の適切な評価方法に関する研究  

４. 専攻科の学生による授業評価及び到達度自己点検の集計結果を教員の行なう授業へ効 

果的に反映する方法に関する研究  

５. 専攻科における教育内容及び教育方法の改善を図るための組織的な取組に関する 

研究(企画立案を含む)  

(組織) 

第４条 ネットワーク組織は，専攻科担当教員のうちから，校長が専攻科教員会議の意見を 

聴いて委嘱する者で組織する。  

(責任者) 

第５条 ネットワーク組織に責任者を置き，専攻科長をもって充てる。  

２. 責任者は，ネットワーク組織の運営を掌理する。  

３. 責任者に事故があるときには，あらかじめ責任者が指名するものがその職務を代行す 

る。  

(報告) 
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第６条 ネットワーク組織の研究成果は，必要に応じて専攻科担当教員会議に報告するもの 

とする。  

(細則) 

第７条 この規定に定めるもののほか，ネットワーク組織の運営に関し必要な細目は，別に 

定める。  

付則 

この規定は平成 15年４月１日から施行する。  

（出典：本校専攻科ウェブサイト） 

http://www.numazu-ct.ac.jp/NctJpg/senkouka/network.html 

 

観点５－６－①：教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適切で

あり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされているか。

（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，情報

機器の活用等が考えられる。） 

（観点に係る状況）授業形態は講義，演習，実験・実習に大別され，専攻科の教育目的を踏まえ，実

験・実習を必修科目として体験型学習を重視している（資料５－６－①－１）。 

  専攻科課程は学生数が少ないことから，少人数授業が多く，また，コミュニケーション能力の育

成を重視した対話・討論型授業も多い。さらには，e-learning 等の情報機器を生かした授業，PBL

や研究といった創造性を養う授業，様々な分野の基礎工学実験を学生全員が行う専攻科総合実験等

が実施されており，担当教員が研究や研修で得た知見を生かしながら，それぞれ工夫した授業を行

っている（資料５－６－①－２）。また，教員相互の授業参観を実施し，互いの優れた授業方法を

参考にする努力も行っている（資料５－６－①－３）。 
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資料５－６－①－１：専攻科の教育課程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 17年度学生便覧p.40） 
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資料５－６－①－２：授業方法の工夫の例 

 

 

e-learningを取り入れた授業のシラバス例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PBL を取り入れた授業のシラバス例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専攻科研究のシラバス 
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専攻科総合実験 

（ⅵ）総合システム工学プログラムの歴史と構成，特徴・特色 

 （中略） 

専攻科実験では，工学分野の中で広い視野が得られるよう，各学生の専門工学だけでなく， 

それ以外の分野の実験テーマについても決められた時間行う，「総合実験」の時間を設け 

ている。 

 （後略） 

（出典：本校専攻科ウェブサイト及び平成 16年度「総合システム工学」自己点検書 p.23） 

http://syllabus.numazu-ct.ac.jp:8080/adedum/SubjectBrowse/syllabus_list 

 

資料５－６－①－３：専攻科授業参観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：本校専攻科ウェブサイト） 

http://senkoka.numazu-ct.ac.jp:8080/~open/Web/jgsnkan05fall.html 
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（分析結果とその根拠理由）優れている。本校の教育目的には実験実習等の体験型学習を重視するこ

とが掲げられており，それを踏まえた授業形態のバランスが配慮されている。また，学習指導法に

ついては，各科目の特性を踏まえつつ，担当教員が適切な工夫を行うとともに，教員相互に教育技

術の研鑽を行うことで教育効果を上げていると判断できる。 

観点５－６－②：創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行われて

いるか。 

（観点に係る状況）専攻科課程においては，「専攻科研究」「専攻科実験」「専攻科演習」など学生

に主体的な取組みを要求する実験・実習・製作関係科目を設けている。「専攻科実験」の中にも PBL

を実践している科目があるが（資料５－６－②－１），特に全学生必修科目の「専攻科研究」では，

社会的に意義のある研究テーマについて，創造性を発揮して取り組むことが求められている（資料

５－６－②－２）。また，必修科目の「専攻科実習」で実社会におけるニーズに触れさせており，

さらに外部との共同研究・受託研究等が近年増加の傾向にあることから，これらに学生を参加させ

る機会も増している（資料５－６－②－３）。  

 

資料５－６－②－１:専攻科におけるＰＢＬの実施科目例 

(１)専攻科実験 ITM化学生物工学 I前 (専攻科２単位) 

授業の概要(本教科の工学的，社会的あるいは産業的意味) 

応用物質工学専攻生対象：化学・生物工学に関する基礎的な知識および実験技術をもとに，産業界で直面し得るより実

際的なテーマを解決するプロセスを試行するものであり，前後期それぞれ 11 週（66 単位時間）の実施を予定してい

る。実験の実施には，Problem Based Learning の手法を取り入れることとし，社会で実際に起こり得る未解決のテー

マが，教員から与えられる。 

（出典：平成 16年度「総合システム工学」自己点検書 p.114） 

 

資料５－６－②－２：専攻科研究の授業の概要と授業目標 

授業の概要(本教科の工学的，社会的あるいは産業的意味) 

総合システム工学プログラム前半期までに修得した工学技術に関する広範な知識と技術を基礎として，教員の指導の下

に具体的なテーマについて研究を行う。研究は関連する文献を調査し，研究の背景や目的を社会の要望との関連で把

握し，テーマの持つ産業的意味を理解するとともに，問題解決に必要とされる情報を探し出し，実験計画を立案し，

あるいは理論的な仮説を展開し，正確で秩序だった方法でデータを集め，仮説を検証し，考察し，指導教員との議論

を通じて評価し，得られた結果を要約して抄録，論文としてまとめ，発表する。 

 

授業目標 

１.複数の工学の基礎的な知識・技術を駆使して実験計画，もしくは理論的な仮説を設定し，実験を行い，仮説を展開

し，データを正確に解析し，工学的に考察し，かつ説明・説得する能力  

２.工学技術の基礎的な知識とスキルを統合し，創造性を発揮して課題を考察し，分析し，統合して解決する能力 

（出典：沼津高専ウェブサイト内 2005 年度専攻科シラバス「専攻科研究」） 

http://senkoka.numazu-ct.ac.jp/adedum/SubjectBrowse/syllabus_list 
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資料５－６－②－３：沼津高専の外部資金獲得状況 

 

 

４．２ 財源 

(１)施設，設備の整備・維持・運用に必要な財源確保への取組 

中略 

９.上記◇の「外部資金等」の獲得の内，特に共同研究・受託研究・寄附金については，地域共同テクノセンターを中心

とした積極的な取組により，今年度において以下のような成果を挙げている。 

区  分 2003 年度９月末 2004 年度９月末現在 

共同研究受入 0 円（0件） 4,840,000 円（10件） 

受託研究受入 2,000,000 円（1件） 5,750,000 円（3件） 

寄 附 金 受 入 8,026,235 円（15件） 9,140,840 円（15件） 

中略 

・    科学研究費補助金 

1999 年度から，2003 年度の科研科学研究費補助金(以下｢科研費｣と略称する)獲得状況を示す。 

表４.３      年度別科学研究費補助金申請件数等一覧 

  1999 年度 2000 年度 2001 年度 2002 年度 2003 年度 

申 請 件 数 22 (3) 19 (3) 23 (4) 21 (3) 22 (4) 

採 択 件 数 5 (3) 6 (3) 7 (4) 7 (3) 6 (4) 

交 付 金 額 3,400 千円 7,100 千円 8,000 千円 7,900 千円 6,000 千円 

※  （ ）は継続課題＜内定済の課題＞             

後略 

（出典：平成 16年度「総合システム工学」自己点検書 p.68） 

 

（分析結果とその根拠理由）優れている。「専攻科研究」では，学生に課せられた研究テーマの社会

的意義とそれを実施するための手段を考案することが求められており，創造性を発揮しなければ，

その解決は不可能である。学生が研究においていかに創造性を発揮したかについては，複数の教員

により評価が行われている（資料５－６－②－４）。また，インターンシップや，外部との研究協

力に学生を参加させることは，学生が実社会におけるニーズに直接触れることによって自らの学習

内容をもう一度見直し，学習・教育目標を再認識する良いきっかけとなっている。 

 

資料５－６－②－４：専攻科研究論文の審査について 

 

沼津工業高等専門学校専攻科 2004 年度研究発表会 

１．発表会の目的 

沼津工業高等専門学校専攻科２年次生の専攻科研究における学習成果を，広く学内外に発表し，学習成果達成度の評価

を受けます。単に２年間の研究成果を公表するだけでなく，研究を通して得た学習成果を発表する機会として臨んでく
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ださい。尚，本発表会は，専攻科修了要件のひとつである「専攻科研究論文の審査」の場を兼ねています。 

中略 

７．専攻科研究論文査読成績報告書について 

主査・副査・発表学生は発表会に先立って配布される「専攻科研究論文査読成績報告書」を記入し，提出してくださ

い。報告書の記入方法は，「発表会実施手引き」および報告書用紙を参考にしてください。主査・発表学生は，報告書

を論文提出期限の 2005 年１月 13 日（木）午後５時までに，e-mail にて専攻科長（morii@numazu-ct.ac.jp）に提出し

てください。副査は，報告書を発表会当日に，会場で直接専攻科長に提出してください。報告書の内容は，原則として

閲覧できません。 

８．発表評価アンケートについて 

主査・副査を含め，発表会場に来られた教員は，会場の入り口付近に置かれた発表についての評価アンケート票をお持

ちになり，記名のうえ内容を記入し，回収箱にお入れください。ご協力をお願いします。 

９．専攻科研究論文の審査について 

専攻科研究論文の審査は，主査の報告書 50%，副査２名の報告書 30%，発表学生の報告書 10%，発表についての評価 10%

として，評価を行うものとします。 

後略 

 （出典：本校専攻科ウェブサイト） 

http://senkoka.numazu-ct.ac.jp:8080/~open/Web/siryou04/04_2nenhappyouyoukou.htm 

 

観点５－６－③：教育課程の編成の趣旨に沿ってシラバスが作成され，事前に行う準備学習，教育方

法や内容，達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され，活用されている

か。 

（観点に係る状況）専攻科課程における教科目のシラバスの作成・開示は，「学則第 46 条の２」に定

められた専攻科担当教員を規定した「専攻科担当教員規程」（資料５－６－③－１）に基づいて行

われている。通常授業のシラバスに相当するものとして，「専攻科研究」では「研究指導計画書」

が，また，「専攻科実習」では「専攻科実習指導計画書」がある。それぞれには，学習・教育目標

との関係，教育方法や内容，評価方法，事前に行う準備学習や関連科目等の情報を明示することが

義務付けられている（資料５－６－③－２）。時機に応じた授業内容を取り入れながらも，学生の

２年間の受講計画に支障がないよう，授業内容の変更には細心の注意を払っている。 

シラバスは，沼津高専公式ウェブサイト，及び専攻科の公式ウェブサイトに年度の開始前に公開さ

れ，授業開始当初(オリエンテーション)にハンドアウトとして受講希望学生全員に配布され，説明さ

れる。  

資料５－６－③－１：専攻科担当教員規程 

専攻科担当教員規程 

（趣旨） 

第１条 この規程は，沼津工業高等専門学校専攻科担当教員の資格，認定等に関し必要な事項について定めるものとす

る。 

(担当教員の資格) 

第２条 専攻科担当教員の資格は，短期大学及び高等専門学校の専攻科の認定に関する(平成３年大学評価・学位授与機

構規程第４号)第２条第１項第４号に規定する資格を有し，教育研究上の能力があると認められる者とする。 

(担当教員の認定) 
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第３条 専攻科担当教員の認定は，専攻科担当教員会議の審査に基づき校長が行う。  

前項の審査は，別記様式の教員個人調書により行うものとする。  

第１項の認定は，毎年度，実施するものとする。  

(研究指導教員) 

第４条 校長は，専攻科の学生に対する専攻科研究論文の作成等の指導並びに沼津工業高等専門学校学則第 46 の４(専攻

科規則案第 2条)に規定する教育目標を達成するために必要な支援及び指導を行うため，専攻科担当教員である教授又は

助教授のうちから，当該学生ごとに研究指導教員を命ずる。  

校長は，前項の研究指導教員を命ずるに当たっては，専攻科担当教員会議の意見を聴くものとする。  

(教育実施関係書類の提出) 

第５条 専攻科担当教員は，各学期の開始前の所定の期日までに別に定める教育実施計画関係書類を，各学期の修了前の

所定の期日までに別に定める教育実施報告関係書類を作成し，専攻科長に提出しなければならない。  

(細目) 

第６条 この規程に定めるもののほか，専攻科担当教員に関し必要な細目は，別に定める。  

 

「専攻科の教育実施に伴う作成書式の整備に関する細則」 

付則 

この規程は，平成 15年４月１日から施行する。  

-------------------------------------------------------------------------------- 

教育実施計画書関係書類 

i. シラバス  

ii. 専攻科研究指導計画書  

iii. 専攻科実習開始届  

iv. その他  

v. 教育実施報告書関係書類 

授業実施報告書  

i. 専攻科研究指導報告書  

ii. 専攻科実習証明書，実習概要及び報告書  

iii. その他  

・教員個人調書の書式は，「個人資料(JABEE 仕様)書式要領」に従って定める。  

・シラバス，及び授業実施報告書の書式項目は「専攻科の教育実施に伴う作成書式の整備に関する細則」の付録 A に記

載する。  

・専攻科研究指導計画書，及び専攻科研究指導報告書の書式項目は｢専攻科の教育実施に伴う作成書式の整備に関する細

則｣の付録 Bに定める。  

・専攻科実習開始届，実習証明書，実習概要及び報告書それぞれの書式は「専攻科実習規則」に定める。 

（出典：本校専攻科ウェブサイト） 

http://www.numazu-ct.ac.jp/NctJpg/senkouka/kyoukan.html 

 

 

資料５－６－③－２：専攻科の授業シラバス，研究指導計画書，実習指導計画書の書式 
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「専攻科の教育実施に伴う作成書式の整備に関する細則」の付録 

中略 

-------------------------------------------------------------------------------- 

１号書式(シラバス)の項目 

科目名： 

Subject:  

担当者名: 

Instructor：  

対象学年：  

単位数： 

Credits:  

必修／選択:  

開講時期 (前期/後期)  

授業区分  

工学専門区分(必修となる分野区分/学位分野)：  

基礎能力(数学，自然科学，情報技術)：  

基礎工学区分：  

社会科学等(人文・社会科学，語学)：  

授業形態(講義，実験，演習等)： 

Mode：  

実施場所： 

Room:  

授業の概要(本教科の工学的，社会的，あるいは産業的意味): 

Object/Substance/etc.:  

準備学習(この授業を受講するときに前提となる知識等): 

Requirements:  

教育目標(◇/○の選択)：A , B , C , D ，E  

授業目標: 

Aim:  

授業計画 : メインテーマ,サブテーマ, 課題  

第１回 

１st    

中略 

第 15回 

15th  

課題: 

Home Work:  

評価方法と基準(学習目標評価についても記述する．)： 

Evaluation of Performance:  
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教科書等: 

Required Text and Recommended References:  

関連科目: 

Related Subject:  

備考: 

Notes:  

関連サイトの URL:  

-------------------------------------------------------------------------------- 

中略 

-------------------------------------------------------------------------------- 

３号書式(研究指導計画書)の項目 

年度・学期:  

指導教員氏名:  

学生氏名:  

学籍番号:  

学位申請時の専門領域:  

研究題名:  

研究の概要:(工学的，社会的意義を明確にすること)  

今学期の研究目標:(専攻科目標 A,B,C,D,E との関連を明記すること)  

今学期の指導方針:  

今学期の研究実施方法:  

主たる研究場所:  

週間，または月間計画:  

日報の記載方法等:(具体的に記述する．学生には研究ノート等の記入と提示を義務付けること.)  

今学期の研究評価方法:(専攻科目標 A,B,C,D,E との関連を明記すること。学生の研究ノート等を評価対象にすることを

明記すること。)  

学生の受講計画(「授業科目履修要綱」に従う。)  

専門工学:  

基礎能力:  

基礎工学:  

人文・社会科学:  

語学:  

備考:  

-------------------------------------------------------------------------------- 

専攻科実習指導計画(専攻科実習の計画がある学期にのみ記述する。) 

実習における学習目標：(目標A,B,C,D,Eとの関連を明記すること)  

実習指導方法：  

実習実施方法：  

主たる実習場所：  

専攻科実習日誌の記載方法等：(具体的に記述する．)  
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実習評価方法：(専攻科目標 A,B,C,D,E との関連を明記すること。)  

後略 

（出典：本校専攻科ウェブサイト） 

http://www.numazu-ct.ac.jp/NctJpg/senkouka/report.html 

（分析結果とその根拠理由）優れている。専攻科課程のシラバスは，社会の要請する水準を考慮しつ

つ，専攻科企画・運営委員会において定められた教育目標の実践指針に基づき，適切に定められて

いる。また，その内容も，授業の概要，学習・教育目標との関連，授業計画，評価方法等を明示し

ており，適切な内容となっている（前出資料５－５－②－７）。シラバスの内容が適切であるかど

うかは，担当教員自身だけでなく，専攻科企画・運営委員によっても，定期的に点検されている

（資料５－６－③－３）。また，シラバスは年度開始前に全科目のものをウェブサイトにより開示

しており，学生の授業計画の作成及び準備学習に役立っている。また，年度の途中に変更内容が生

じた場合には，授業において改訂版を配布することで対処している。 

資料５－６－③－４：専攻科シラバスの点検 

 

６ 基準６：教育改善 

６．１ 教育点検システム 

(１)教育点検システムとその開示・実施 

 （中略） 

(iii) 活動の実施 

主要な教育点検項目は 

１.      シラバス 

２.      授業完了報告書 

３.      研究指導計画書 

４.      研究指導報告書 

であり，授業については 

５．学生による授業評価 

が加わる。 

点検は企画･運営委員会が行い，専攻科担当教員会議に報告し，次年度よりの教育活動改善 

の資料とする。 

１～４の項目に関する点検方法は以下のようになる。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

１．シラバス：シラバスは学生にわかりやすく提示されたか。 

授業形態          記入の有無 (１/０)             

実施場所         記入の有無 (１/０)             

授業の概要        記入の有無+わかる (４/０)             

準備学習         記入の有無 (１/０)             

授業目標         記入の有無 (１/０)             

授業計画(メインテーマ)   記入の有無  (１/０)             

授業計画(サブテーマ)    記入の有無  (１/０)             
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課題           記入の有無 (１/０)             

評価方法と基準     記入の有無  (４/０) (X%,Y%とあれば４)          

教科書等        記入の有無  (１/０)             

関連科目        記入の有無  (１/０)             

合計 17ポイントを持って満点とする。 

点検結果は，すべて専攻科担当教員会議 IV(年度末会議)にて開示される。 

以下に‘03年度専攻科シラバスの評価結果を示す。 

標語 Aは 14～17 ポイント，標語 Bは 12～13ポイント，標語Cは 11ポイント，標語 Dは 10ポイント以下である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （後略） 

（出典：平成 16年度「総合システム工学」自己点検書 p.93） 

 

観点５－７－①：専攻科で修学するにふさわしい研究指導（例えば，技術職員などの教育的機能の活

用，複数教員指導体制や研究テーマ決定に対する指導などが考えられる。）が行わ

れているか。 

（観点に係る状況）専攻科課程においては，「専攻科研究」を学習・教育目標の達成度を評価するた

めの最重要科目として設定しており，研究を含めた学習全般の助言・指導を行うために，学生ごと

に指導教員を指定する「指導教員制」を採用している（資料５－７－①－１）。これに基づき，前

後期ごと，研究指導教員によって詳細な内容の「研究指導計画書」が学生ごとに作成されている

（資料５－７－①－２）。計画書の内容が適切であるかどうかは，担当教員自身だけでなく，専攻

科企画・運営委員によっても，定期的に点検されている（資料５－７－①－３）。また，前後期ご

との研究指導の成果は，研究指導教員が「研究指導報告書」にまとめ（資料５－７－①－４），そ

の内容は指導学生本人及び専攻科企画・運営委員によって，定期的に点検されている（資料５－７

－①－３）。 
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資料５－７－①－１：専攻科の指導教員制 

 

 

(３)授業等での学生支援の仕組みとその開示・実施 

(ⅰ)学生支援の仕組み―指導教員制－ 

専攻科学生は本専攻科在籍期間を通じて研究指導教員の指導を受けて学習・研究の方法を 

学び，態度を身につける。従って，研究指導教員の指導範囲は狭義の研究テーマに限らず， 

授業等についても科目担当教員と連絡を取りつつ，学業上での学生支援に及ぶ。また，学 

生は，自己の意志に基づき，学期毎に研究指導教員の変更を専攻科担当教員会議に申し出 

ることが出来る。 

学習・教育目標 (５) 「産業現場における実務への対応能力と，自覚的に自己研鑽を継続」できる能力」を実現するた

めに，本プログラム後半部で必修科目として実施している専攻科実習に関し，研究指導教員が行う学生支援の内容は

「専攻科実習規則」に定めている。研究指導教員は学生が専攻科実習を受講するに当たって，以下の事項を通じて学

生を支援する。 

１.    受入先の選定及び配属先の決定  

２.    受入先における実習指導者の指定  

３.    実習テーマ，内容等に関する指導・助言  

４.    実習における安全管理（傷害保険への加入を含む。），就業心得等の事前指導  

５.    実習中に発生した事故又は異常事態の処置及び校長への報告  

(ⅱ)学生支援の仕組みの開示方法 

研究指導教員は学期始毎に「研究指導計画書」を作成し，学期末毎に「研究指導報告書」 

を作成し，開示するものとする。 

研究指導教員の指導，支援の範囲については以下の図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生支援の仕組みは，関連する諸規則で定めており，全て専攻科公式ウェブサイトで公開 

している。 

 （後略） 

（出典：平成 16年度「総合システム工学」自己点検書 p.53） 
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資料５－７－①－２：専攻科研究指導計画書の一例 
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（出典：本校専攻科ウェブサイト） 

http://senkoka.numazu-ct.ac.jp/adedum/SubjectBrowse/adedum/SubjectBrowse/ 

StudyPlan 
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資料５－７－①－３：専攻科研究指導計画書・報告書の点検 

６ 基準６：教育改善 

６．１ 教育点検システム 

(１)教育点検システムとその開示・実施 

 （中略） 

(iii) 活動の実施 

 （中略） 

３．研究指導計画書: 研究指導は適切に計画され，学生に通知されたか。 

学位申請時の専門領域       記入の有無 (１/０)             

研究題名               記入の有無 (１/０)      

研究の概要                    記入の有無 (１/０)      

今学期の研究目標                 記入の有無 (１/０)             

今学期の指導方針                 記入の有無 (４/０)             

今学期の研究実施方法           記入の有無 (４/０)             

主たる研究場所                   記入の有無 (１/０)      

週間または月間計画            記入の有無  (４/０)     

日報の記載方法等               記入の有無  (１/０)     

今学期の研究評価方法         記入の有無  (４/０)            

[学生の受講計画]         

専門工学                              記入の有無 (１/０)      

基礎能力                              記入の有無 (１/０)      

基礎工学                              記入の有無 (１/０)      

社会科学等                           記入の有無 (１/０)      

合計 22点(学生の受講計画記載を除く)を持って満点とする。 

点検結果はすべて，専攻科担当教員会議 IV(年度末会議)にて開示される。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

以下に‘03年度専攻科研究指導計画書の評価結果を示す。 

標語 Aは 18～22 ポイント，標語 Bは 16～17ポイント，標語Cは 14～15ポイント，標語 Dは 13ポイント以下である。 
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 （中略） 

４．研究指導報告書：研究指導は「計画書」通り実施されたか。 

今学期の研究の実施時間            記入の有無 (１/０)          

実施時間算出の根拠                記入の有無 (１/０)  

今学期の研究の達成状況          記入の有無 (１/０)  

今学期の研究評価                記入の有無 (４/０)  

学生による今学期の自己評価       記入の有無 (１/０)         

学生の教育目標達成度              記入の有無 (１/０)         

[総合評価]          

評価                        記入の有無 (１/０)  

総評                        記入の有無 (４/０)  

合計 14点を持って満点とする。 

点検結果はすべて，専攻科担当教員会議 IV(年度末会議)にて開示される。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

以下に‘03年度専攻科研究指導報告書の評価結果を示す。 

標語 Aは 12～14 ポイント，標語 Bは 12～13ポイント，標語Cは９～11ポイント， 

標語 Dは８ポイント以下である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （中略） 

研究指導教員は，研究指導報告書に指導した学生による承認署名を得て，専攻科長に 

提出し，もって研究指導が｢計画書｣通り行われたことを示すものとする。 

 （後略） 

（出典：平成 16年度「総合システム工学」自己点検書 p.93） 
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資料５－７－①－４：専攻科研究指導報告書の一例 
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（出典：本校専攻科ウェブサイト） 

http://senkoka.numazu-ct.ac.jp/adedum/SubjectBrowse/adedum/SubjectBrowse/ 

StudyReport 

（分析結果とその根拠理由）優れている。指導教員制を採用することで，学生ごとに教育の目的に即

した学習・教育目標達成のための研究指導計画及びそれに関連した学習計画の策定が行われ，それ

が実施されたことを複数の教員及び学生が報告書で確認する体制ができている。 



沼津工業高等専門学校 基準５ 

-231- 

観点５－８－①：成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され，学生に周知されて

いるか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，修了認定が適切に実

施されているか。 

（観点に係る状況）成績評価や単位認定，修了認定等に関する規定は，学則（資料５－８－①－１），

「専攻科の授業科目の履修等に関する規則」（資料５－８－①－２），「専攻科授業科目履修規

定」（資料５－８－①－３）及び「専攻科規則補遺」（資料５－８－①－４）に制定されており，

学生便覧及びウェブサイトに掲載することにより学生に周知している。成績評価は，授業シラバス，

専攻科研究指導計画書，専攻科実習開始届に記載されている方法に従って行われ，学生の自己評価

も含めて行うことになっている。学習・教育目標を通しての教育の目的の達成度については，「専

攻科研究指導報告書」において確認される。これらの資料に基づき，単位認定及び修了認定は，専

攻科担当教員会議において全担当教員参加の下で審議・決定されている（資料５－８－①－５）。  

資料５－８－①－１：学則中の専攻科修了認定規定 

 

 

第９章 専攻科 

第 52条 校長は，以下の要件をすべて満たした者について，修了を認定し，所定の修了証書を授与する。 

(１) 専攻科に 2年以上在学した者  

(２) 総合システム工学要件を満たす所定の授業科目を履修し，124 単位以上(そのうち，専攻科においては 62 単位以

上，高等専門学校の第４学年及び第５学年，短期大学等(以下「高専等」という。)においては 62 単位以上とする。)

習得した者  

(３)教官の教授又は指導の下に行った学習時間を 1,800 時間以上(専攻科及び高専等において，それぞれ，900 時間以上

とする。）受けた者。この場合において，人文科学，社会科学等(語学教育を含む。)の学習が 250 時間以上(専攻科及

び高専等において，それぞれ，125 時間以上とする。)，数学，自然科学及び情報技術の学習が 250 時間以上(専攻科

及び高専等において，それぞれ，125 時間以上とする。)並びに専門分野の学習が 900 時間以上(専攻科及び高専等に

おいて，それぞれ，450 時間以上とする。)含むものとする。  

(４)専攻科研究論文の審査及び最終試験に合格した者 

 

２ 前項に規定する単位の修得については，別に定める。  

（出典：平成 17年度学生便覧より抜粋p.12） 

 

資料５－８－①－２：専攻科の授業科目の履修等に関する規則中の単位認定・進級規定 

 

（単位） 

第５条 １単位の授業科目は，教室内及び教室外を合せて 45単位時間の学修を必要とする 

内容をもって構成することを標準とする。  

２ １単位時間は 45分を標準とする。  

３ 授業科目の単位計算は，次の各号の基準によるものとする。 

(１) 講義については，15単位時間の授業をもって１単位とする。 

(２) 演習については，30単位時間の授業をもってｌ単位とする。 
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(３) 実験，実習及び実技については，45単位時間の授業をもって１単位とする。 

(４) 専攻科研究については，45単位時間の研究指導をもって１単位とする。 

４ 専攻科実習については，前項第 3号に定めるもののほか，沼津高等専門学校専攻科実習 

規則によるものとする。  

（単位の授与） 

第６条 授業科目を履修し，授業日数の５分の４以上出席し，別に定められた評価基準を 

達成した者には，所定の単位を授与する。但し特別な理由がある場合，出席については第 

11 条に定める公欠を認めることがある。  

（進級要件） 

第７条 １年次から２年次への進級要件は，第 1年次の必修科目を含む 24単位以上の単位 

修得とするものとし，この要件を満たさない場合には，留年とする。この場合，当該年度 

は，在学年数に通算する。  

 （成績の評価） 

第 12条 成績は，その学期の試験の成績及び平素の成績並びに出席状況等を総合して決 

定するものとする。  

２ 評価方法は研究指導計画書，及びシラバスに定められた基準によるものとする。  

３ 授業科目の試験の成績は，A，B，C及び Dの４種の評語をもって表し，A，B及び Cを合格とする。 

４ 評語と評価点の相互換算は以下のとおりとする。ただし，専攻科担当教員会議が必要と認める場合は，合格及び不

合格の評語を用いることができるものとする。  

(１) A (優) 80点以上  

B (良) 70 点以上 80点未満  

C (可) 60 点以上 70点未満  

D (不可) 60 点未満  

(２)成績を評語で表し，４点満点の評価点で表す場合は，次の基準によるものとする。 

A ４点  

B ２点  

C １点  

D ０点  

５  前項の規定にかかわらず，実習にかかる成績評価は沼津工業高等専門学校専攻科実習規則によるものとする。 

（出典：平成 17年度学生便覧より抜粋p.43） 

 

資料５－８－①－３：専攻科授業科目履修規定中の科目履修・単位認定規定 

 

 

(授業科目の区分等) 

第２条 授業科目は，学年の別なく配当するものとする。  

第３条 必修科目は，専攻科研究，専攻科実験，専攻科演習，専攻科実習及び工学倫理と 

する。  

第４条 制限選択科目は，次の区分により行うものとする。  
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(１) 専門工学区分：｢新しい学士への途｣に従って，学位分野区分による選択を行うこと。 

(２) 基礎能力区分：応用数学，自然科学，情報技術等の科目(総合システム工学カリキュ 

ラム体系(以下｢体系｣という。)の第１行の第 II列～第 IV列)中６科目以上を履修すること。 

(３) 基礎工学区分：設計・システム系，情報・論理系，材料・バイオ系，力学・数理・解析系，及び社会・技術連関

係の５科目群系の５科目群系中６科目以上を履修すること。ただし，各群系から，少なくとも１科目以上を履修する

こと。  

(４) 社会科学等区分(人文科学，社会科学，語学)：人文科学，社会科学区分の教科目から， 

工学倫理を含めて６単位以上，語学区分から４単位以上を履修すること。この場合におい 

て，人文科学，社会科学区分教科目には工学倫理，地球環境学，エネルギーと社会，地理 

情報学および歴史文化論とし，語学区分には技術英語 I,II，英作文 I,II，英会話 I,II， 

総合ドイツ語 I,II (各１単位) とする。  

第５条 必修科目，及び制限選択科目以外の授業科目を選択科目とする。  

 (単位認定の時期) 

第７条 授業の合格者については，成績表が専攻科担当教員会議に提出された学期で単位 

認定を行うものとする。ただし，特別な理由がある場合に，当該学期以後に単位認定を行 

うことができる。  

（出典：平成 17年度学生便覧より抜粋p.47） 

 

資料５－８－①－４：専攻科規則補遺中の科目履修・単位認定規定 

 

・「授業科目の履修等に関する規則」の第 12条補遺追加  

・補遺 1.多岐にわたる項目の評価基準を統合的に決定する場合には以下の方法に従うも 

のとする。  

１. 各項目について A,B,C,D をつけて，４点満点のポイント(pt.)にする。  

２. シラバス等に公開された方法(重み)をつけて総合評価 pt.を算出する。  

３. 上記 pt.を以下のように標語化する。  

I. ３pt.以上４pt.以下＝A  

II. ２pt.以上３pt.未満＝B  

III. １pt.以上２pt.未満＝C  

IV. １pt.未満＝D  

・補遺２.専攻科研究に関する評価は以下の方法に従うものとする。  

１. 最終試験に合格しない者の専攻科研究 IVの評価は"D"とする。  

２. 最終試験に合格した者の専攻科研究 IVの論文・発表に関する評価は補遺 1.に従 

う。  

３. 学習・教育目標に関する評価は，指導教員がこれを行い，顕著な成果について 

0.5pt.を越えない範囲で１.によって得た評価に加点することが出来る。(指導教 

員はその内容を『指導報告書』に記載すること) 

（出典：本校専攻科ウェブサイトより抜粋） 

http://www.numazu-ct.ac.jp/NctJpg/senkouka/suppli.html 
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資料５－８－①－５：専攻科における単位認定・修了認定の過程 

 

 

５．基準５：学習・教育目標の達成 

(1)科目ごとの目標に対する達成度評価の実施 

 教科目ごとの目標に対する達成度は，研究指導計画書，及びシラバスに記載された評価基準に従って評価される。教

科目担当教員が指定した「目標の重み」に沿って評価成績が目標ごとに示され「単位認定案」として成績判定会議(プ

ログラム後半部では専攻科担当教員会議，前半部の場合には年度末教員会議)に提出され審議される。「単位認定案」

は当該教科目の単位として認定され，「成績」として確定する。専攻科の場合に，教科担当教員はこの「成績」を授

業完了報告書に記載し，開示する。(但し，学生個々の「成績」は当人に通知されるが，開示されない。) 以下の図

に，プログラム後半部学期末毎の達成度評価過程，及び結果の学生への伝達過程の概略を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （中略） 

(４)修了生全員のすべての学習・教育目標の達成 

学習･教育目標(A)～(E)の達成は，「目標」毎の実践指針について検査されて，その結果は 

プログラム後半部においては研究指導報告書に記載され開示される。18項の「指針」全て 

の達成が，必修科目「工学倫理」，及び専攻科研究の単位取得要件となっている。学生は， 

全ての学習・教育目標の達成なしでは，プログラムの修了要件を充たす事はできない。さ 

らに，(A)～(E)の目標のいずれにおいても，目標達成度0.5ポイント以上，総合達成度 

0.6 ポイント以上が要求される[５(３)]。 

専攻科の修了生は，以下の手順で大学評価・学位授与機構(以下「機構」と略す)においに 

おいて，学士(工学)を取得できる。 

（１）    高専等を卒業して，基礎資格を有していること。 

（２）    「機構」が認定した専攻科で，所定の「積み上げ単位」を修得すること。 

（３）    「学修成果」レポートを作成し，「機構」に提出すること。 
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（４）    小論文試験を受けること。 

（５）    修得単位審査，学修成果・試験の審査を経て，学位授与の可否が判定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沼津高専専攻科修了要件(学則第 54条)にある「最終試験」は大学評価・学位授与機構によ 

る「小論文試験」を意味しているので，沼津高専専攻科修了生は大学評価・学位授与機構 

によりその学力を確認される。 

 （後略） 

（出典：平成 16年度「総合システム工学」自己点検書より抜粋 p.79） 

（分析結果とその根拠理由）優れている。成績評価は，それぞれの授業計画によって学生に予め示さ

れた方法に従って行われ，単位認定及び修了認定は，規則に基づいて学習・教育目標の達成度を意

識しつつ全教員参加の教員会議で公平性・透明性を持って適切に行われている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

＜準学士課程＞ 

（優れた点）教育指導に係るルールが明確に定められ，指導方法に工夫をしながら計画的に教育が行

われており，教育の質を保証し，全学生に実践的技術者としての素養を身に付けさせることができ

る体制になっている点，及び低学年全寮制の体制をしき，寮生活を通じて人間の素養の涵養が多く

の面で図れるよう工夫している点から優れている。 

（改善を要する点）特になし。  

＜専攻科課程＞ 

（優れた点）教育指導に係るルールが明確に定められ，準学士課程との連携を充分に保ちつつシステ

マティックな教育が行われている点は，教育の質を保証し，学生に「深い専門性」と「幅広い人間

性」を確実に身に付けさせることができるという観点から，優れている。 
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（改善を要する点）特になし。 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

  準学士課程においては，一般科目と専門科目の履修時間を楔形に組み，基礎から専門への移行が

スムーズになされ，５年間一貫教育の特徴を存分に生かすカリキュラム構成となっている。幅広い

分野の一般科目を適切に配置し豊かな人間性の形成と国際感覚の育成に配慮し，全学科共通に情報

基礎科目を置くことで情報技術教育を重視し，実験・実習・演習科目を各学年に配置し講義科目と

関連付けた実践的技術者養成の体系的カリキュラム構成となっている。学生が主体的に取り組む PBL

型の実験・実習・演習も多く取り入れ，また，希望する学生を企業等に派遣して実習を行う制度を

設け，学生が社会のニーズを認識する機会を得られるよう配慮している。 

教養科及び各専門学科が定めた一定の方針の下にシラバスが作成され，それに沿って授業は計画的

に進められている。シラバスは，ウェブサイトにも開示し，学生に周知され授業計画の確認や予習に

役立てられている。成績評価及び単位認定は規則に基づいて行われ，進級認定及び卒業認定は，全教

員参加の教員会議で公平性・透明性を持って適切に行われている。 

特別活動，課外活動において，様々な種類の活動を通して学生の人間性を向上させる機会の確保を

図っている。悩みを抱える学生の支援体制として，学生生活支援室を平成 16 年度より立ち上げ，学

生に対する相談のみならず，学生達の現状に関する情報収集・分析も進めている。低学年全寮制の体

制の下で，寮生会活動及び日常の寮生活を通じて人間の素養の涵養が多くの面で図られている。 

 専攻科課程は，準学士課程の４・５年次と合わせて「総合システム工学プログラム」を構成し，準

学士課程１～３年次における工学技術の導入教育の成果を引継ぎつつ，４・５年次における体験重視

型教育，及び専攻科における研究指導を通じて得られる領域工学(機械工学，電気電子工学，情報工

学，応用化学・生物工学)に関する深い専門性を基に，社会の要請に応え，文化の進展に寄与するこ

との出来る創造的な知性と視野の広い豊かな人間性を備えた技術者を育成する JABEE 基準に対応した

教育プログラムとなっている。教育課程は，専攻科総合システム工学要件により体系化され，語学，

人文・社会科学，基礎能力，各専門工学の各分野がバランスよく配置されている。 

学内外の教育ニーズの把握に努め，企画・運営委員会や専攻科担当教員間連絡ネットワーク組織に

おいて学習・教育目標実施方針を不断に見直している。学習指導法について，教員相互に教育技術の

研鑽を行うことで教育効果を上げている。また，インターンシップや，外部との研究協力に学生を参

加させることで，学生が実社会におけるニーズに直接触れる機会を得られるよう配慮している。 

シラバスは，専攻科企画・運営委員会において定められた教育目標の実践指針に基づき作成され，

ウェブサイトに開示し，学生の授業計画の作成及び準備学習に役立っている。学生ごとに指導教員を

付けることで，研究指導及び学習の支援が適確に行われ，それが実施されたことを複数の教員及び学

生が報告書で確認する体制ができている。成績評価は，それぞれの授業計画によって学生に予め示さ

れた方法に従って行われ，単位認定及び修了認定は，規則に基づいて学習・教育目標の達成度を意識

しつつ全教員参加の教員会議で公平性・透明性を持って適切に行われている。 

 

 

 

 

 


